


 
 
 
   
平成１９年４月に学校教育法の一部改正が施行され、「特殊教育」は「特別支

援教育」へと転換しました。特別支援教育は、特別な教育的支援を必要とする子

どもが在籍するすべての学校において実施されることとなりました。このことに

伴い、本県では平成１９年８月に「特別支援教育推進ガイドブック」を策定し、

本県の特別支援教育における支援体制について示すとともに、その推進に取り組

んできました。 

 近年、障がいのある子どもや関係者を取り巻く状況は、共生社会の形成に向け

た大きな変化の中にあります。国においては、平成２３年８月に「障害者基本法」

が改正され、平成２５年６月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

が制定されました。本県においては、全国に先駆け、平成２４年４月に「障害の

ある人もない人も共に生きる熊本づくり条例」が施行され、すべての県民が互い

に支え合い、障がいの有無にかかわらず安心して暮らすことができる共生社会の

実現を目指しています。 
教育分野においては、平成２４年７月に文部科学省中央教育審議会初等中等教

育分科会から「共生社会に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別

支援教育の推進」が報告され、平成２５年９月に障がいのある子どもの就学先決

定の仕組みに関する学校教育法施行令の一部改正が行われました。 
これらの国内法の整備により、平成１８年に国連総会で採択されていた「障害

者の権利に関する条約」が平成２６年１月に批准されました。共生社会の形成に

向けて、現在同条約に基づくインクルーシブ教育システムの理念が重要であり、

その構築のため、特別支援教育の一層の推進が求められています。 
 インクルーシブ教育システムにおいては、可能な限り、障がいのある子どもが

障がいのない子どもとともに教育を受けられるよう配慮するとともに、一人一人

の教育的ニーズに応じて、生きる力を確実に身につけることが重要です。子ども

一人一人の教育的ニーズにしっかりと応えるため、県教育委員会では今回「特別

支援教育推進ガイドブック」を改訂し、新たに取りまとめました。 

 本冊子をすべての教職員が活用し、特別支援教育の一層の推進が図られるとと

もに、誰もが人権と個性を尊重し支え合う共生社会の形成につながることを期待

しています。 

 平成２７年３月 

                          熊本県教育委員会 
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Ⅰ 共生社会の形成に向けた国の動向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１ インクルーシブ教育システムとは？ 

「インクルーシブ」とは、包み込む、包含することを意味します。インクルー

シブ教育は、障がいのある子どもと障がいのない子どもを区別せず、すべての子

どもを包み込み、排除しないことを目指す教育のことです。これは、平成 18年に

国連で採択され、平成 26年１月に日本が批准した「障害者の権利に関する条約」

に示されています。報告では、「基本的な方向性としては、障がいのある子どもと

障がいのない子どもが、できるだけ同じ場で共に学ぶことを目指すべきである」

とされ、「その場合にはそれぞれの子どもが授業内容が分かり、学習活動に参加し

ている実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身に

付けていけるかどうか、これが最も本質的な視点」と述べています。 

障がいの状態等によっては、共に学ぶことが、その子にとって安心してきめ細

やかな教育を受けることができない、適切な教育とは言い難い場合もあります。

障がいの状態や本人・保護者の意見等に応じて、適切な教育の場を選択するとと

もに、一人一人のニーズに応じた適切な教育により、生きる力を身に付けること

ができることがインクルーシブ教育システム構築を図るうえで重要です。 

２ 合理的配慮と基礎的環境整備 

文部科学省は、報告においてインクルーシブ教育を進めるため、「合理的配慮

の提供」が必要不可欠なものであると述べています。 

合理的配慮とは、障がいのある子どもが日常生活や社会生活で受けている制限

や制約をなくすために必要な改善や変更を、その周りにいる人が行うことを言い

ます。合理的配慮は、一人一人の障がいの状態や教育的ニーズ等に応じて決定さ

れるもので、本人・保護者との合意形成の下になされる個別の配慮です。ただし

合理的配慮を行う学校等に対して、体制面、財政面において均衡を失した、過度

の負担を課さないものという条件があります。なお、この合理的配慮の否定は、

障がいを理由とする差別に含まれます。 

 また、合理的配慮の基礎となる環境整備を基礎的環境整備といいます。基礎的

環境整備には、通常の学級、通級による指導等学びの場の工夫、適切な教材の充

実、施設・設備の整備等が含まれます。基礎的環境整備を基に、合理的配慮は個

別の決定されるものであり、それぞれの学校における基礎的環境整備の状況によ

り、提供される合理的配慮は異なることになります。 

-   

 
 現在、「障害者の権利に関する条約」や「改正障害者基本法」等の趣旨を踏ま

え、我が国の教育は、共生社会形成に向けて、インクルーシブ教育システム構

築のための特別支援教育の推進が求められています。しかし、「特別支援教育が

なくなる」とか「これまでと同じことをやっていればよい」などといった誤解

もあるようです。ここでは、平成 24年７月報告「共生社会の形成に向けたイン

クルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」（以下、報告）の内

容に触れながら、特別支援教育の推進についての基本的な考え方について紹介

をします。 
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［図２ 合理的配慮の例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「合理的配慮」は、障がいのある子どもが十分な教育を受けることができてい

るかどうかという観点から評価することが重要であり、例えば、個別の教育支援

計画、個別の指導計画について、各学校において計画に基づき実行した結果を評

価して定期的に見直すなど、PDCA サイクルを確立させていくことが大切になりま

す。 
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［図１ 合理的配慮と基礎的環境整備の関係］ 
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国、都道府県、市町村による環境整備 
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Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

  
 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 

 

 

 

 

 

 

-1  
 

 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに応じた教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 

 



－ 8－

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢  

  
 
 
 
 
 
 
 
１ 段階的な支援体制とは 
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 本県では、福祉・保健・医療・労働等の関係機関と連携しながら、「段階的な

支援体制」を構築しています。校内委員会からスーパーコーディネーターによ

る支援までの４つの段階による支援体制を構築し、それぞれの状況に応じた支

援体制の活用や具体策を立て支援していくものです。 

 
段階的な支援体制とは、支援が困難な事例ほど専門性のある支援者から支援が受けられ

るようにする体制です。 
さらに、「障害保健福祉圏域計画」と同じ区域設定にすることで、関係機関との連携を通

した適切な支援が得られます。 
なお、県、地域及び市町村の各特別支援連携協議会には、福祉、労働等の関係機関も加

わり、連携した支援が行われています。 

 

［図３ 段階的な支援体制］ 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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２ それぞれの段階における支援 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
校内委員会は、特別支援教育コーディネーターが推進役となり、よりよい指導や支援の内

容、方法など、教育上特別の支援が必要な幼児児童生徒への校内の資源を活用した支援につ

いて検討する組織です。委員会で話し合われた内容は、必ず全職員で共通理解をしたり、個

別の教育支援計画等に記載したりして一貫した支援を行うようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
大事なことは、校内委員会で検討された支援方策を実践し、その結果を踏まえて更に校内

委員会で検証・評価を行い、支援の充実を一層図ることです。 
※なお、校内委員会の運営については、「平成１８年度特別支援教育実践集」（平成１９年６月）、「特別支援教 

 育推進ガイドブック（平成１９年８月）」、「特別支援教育コーディネーターハンドブック」（平成２５年３月） 

《いずれも熊本県教育委員会刊行・県教育委員会 HP にも掲載》にも記載していますので、参考にしてください。 

 

第１段階：校内委員会による支援 

《 校内委員会の役割 》 
◇支援が必要な幼児児童生徒の把握 
◇支援方策、支援体制の検討 → 担任等への助言 
◇担任等が作成した個別の教育支援計画・個別の指導計画の検討 
◇家庭や地域、関係機関との連携 
◇校内研修の実施 

開催時期や構成メンバ

ーなど、各学校の実情に

応じて、委員会を開くこ

とで、担任等の悩みが軽

減できるように工夫し

ましょう。 

［図４  校内委員会のイメージ］ 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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地区コーディネーター会議とは、中学校区等の一定の地域毎に開催する会議です。その

地区のリーダーコーディネーター※が中心となって、学校から依頼された支援困難な事例

の検討、各学校の取り組みについての情報交換や研修等を行います。 
 地区コーディネーター会議で検討された支援方策を学校で実践し、校内委員会において

成果を検証します。検討を重ねることで、より良い支援へと高めていきます。 

 
 
内 容 

○各学校で支援困難な事例検討 
○特別支援教育推進に係る情報交換  
○移行支援についての検討  
○特別支援教育にかかわる研修 等 

 
メンバー 

○地区内に設置されている学校等のコーディネーター 
○（可能な限り）特別支援学校コーディネーター 
○（必要に応じて）管理職、市町村教委担当者、関係機関 

開催回数 ○年間に 3～9回程度（その他、必要に応じ開催） 

 
地区コーディネーター会議の設置は、市町村教育委員会が行い、地区設定は、中学校区

に限らず、その地区の地理的特性や学校数等に応じ、柔軟に設定することが重要です。 
 

 

第２段階：地区コーディネーター会議による支援 

※リーダーコーディネーターとは・・・ 

市町村教育委員会が、その地区の特別支援教育コーディネーターのうち、専門性や

調整力などの資質が高い者をリーダーコーディネーターとして、地区コーディネータ

ー会議の企画・運営を行います。 

解説 

［図５  地区コーディネーター会議のイメージ］ 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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地区コーディネーター会議での検討でも支援が困難な事例については、巡回相談員の支援を

受けることができます。 
 巡回相談員は、地域の教育、医療、保健、福祉、労働等の関係機関の職員の中から地域特別

支援連携協議会が推薦し、市町村教育委員会が委嘱します。 
 巡回相談員による支援は、校内委員会、地区コーディネーター会議での検討後、以下の手順

で行います（図６及び図７参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小中学校等 市町村教育委員会 巡回相談員（所属長） 
①市町村教育委員会へ巡回相

談活用の伺いを行い、巡回相

談依頼書（別紙様式１）を提

出する。 
③特別支援学校へ巡回相談の

打診と日程、相談内容等を電

話等で調整する。 
④特別支援学校との調整事項

を市町村教育委員会へ電話

等で報告する。 
 
⑦相談結果を別紙様式３にま

とめ、市町村教育委員会に報

告する。 

 
②巡回相談活用の承認検討

を行い、小中学校等へ連

絡する。 
 
 
 
 
⑤巡回相談員の所属長に別

紙様式２により派遣を依

頼する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥巡回相談を行うとともに、実

施後、その後の状況について

当該学校と連絡を取り合い、

再び巡回相談や電話相談等

により支援をフォローし、継

続した支援につなげる。 
⑧ 巡回相談員は、相談概要を

まとめ、巡回相談員会議※で

報告を行う。 

第３段階：巡回相談員による支援 

［図６  公立幼小中等における流れ］ 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 

 

 

 

 

 

 

-1  
 

 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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                                 Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高等学校等 特別支援学校 巡回相談員（所属長） 
①特別支援学校へ巡回相談の

打診と日程、相談内容等を電

話等で調整し、巡回相談員の

所属長に別紙様式２により

派遣を依頼する。 
 
⑤巡回相談員による相談結果

を別紙様式３にまとめ、特別

支援学校に報告する。 

 
②巡回相談員の派遣調整等を

行う。 
③巡回相談員派遣の可否につ

いて高等学校等に回答する。 

 
 
 
 
④巡回相談を行うとともに、実

施後、その後の状況について

当該学校と連絡を取り合い、

再び巡回相談や電話相談等

により支援をフォローし、継

続した支援につなげる。 
⑥相談概要をまとめ、巡回相談

員会議※で報告を行う。 

 
＊迅速な対応を図るため、文書のやりとりはパスワードをかけ、可能な限り電子メールで

行います。 
＊巡回相談の様式は巻末資料に掲載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
※巡回相談員会議とは・・・ 

各地域の巡回相談員が集まり、巡回相談で対応した事例について協議を行う場で

す。特別支援学校のコーディネーターが中心となり、定例的に行う場合と必要に応

じ開催する場合があります。 

解説 

［図７  高等学校、私立幼稚園、保育所等における流れ］ 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 

  

ここで特に留意すべきことは、次の２点です。 

 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受

けていることは必ずしも必要ではなく、実態把握の後、特別な教育的ニーズがあ

ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 

 



Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 

 

巡回相談員による支援でも支援が困難な事例の場合、巡回相談員は、スーパーコーディ

ネーターの支援を受けることができます。スーパーコーディネーターは、特別支援学校等

のコーディネーターの中から、特に専門性の高い者を数人、県教育委員会が指名（委嘱）

しています。巡回相談員がスーパーコーディネーターに相談を行う場合は、以下の流れで

行います（図８参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊迅速な対応を図るため、文書のやりとりはパスワードをかけ、可能な限り電子メー

ルで行います。 

① 巡回相談員は、地域の特別支援学校にスーパーコーディネーターへの相談を依頼する。

相談を受けた特別支援学校は特別支援学校ネットワーク会議事務局校（以下、事務局校

と表記）に別紙様式４により相談を依頼する。 

②  事務局校は、対応するスーパーコーディネーター（こども総合療育センター職員の対応

が必要な場合はこども総合療育センターへの依頼）について特別支援教育課と協議し、相

談対応者の所属する機関に支援策の検討を依頼する。 

③  依頼を受けたスーパーコーディネーターは、支援策を別紙様式５にまとめ、事務局校に

提出する。 

④  事務局校は、スーパーコーディネーターの検討結果（必要に応じてこども総合療育セン

ターの回答）を取りまとめて、依頼のあった特別支援学校に送付し、特別支援学校は、巡

回相談員にその結果を知らせる。 

⑤  事務局校が、スーパーコーディネーターによる対応が困難な事例と判断した場合は、特

別支援教育課に連絡する。 

⑥ 特別支援教育課は必要に応じて専門機関（P14 表１参照）に相談する。    

［図８  スーパーコーディネーターへの相談の流れ］ 

第４段階：スーパーコーディネーターによる支援 
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Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

［表２ 各連携協議会の協議内容等］ 

［表１ 県関係の専門機関］ 

特別支援教育課が相談をする専門機関は、以下のとおりです。 

 

なお、この他にも専門性を有する主な機関として、熊本大学教育学部特別支援

学校教員養成課程や九州ルーテル学院大学人文学部人文学科があります。 

その他、医学的検査・診断等を行っている機関はⅣ巻末資料のとおりです。 

 

３ 段階的な支援体制を推進する組織  

県、各教育事務所、熊本市教育委員会、山鹿市教育委員会及び市町村教育委員

会に、特別支援連携協議会を設置します。それぞれの協議会の協議内容等は、表

２のとおりです。 

 広域特別支援連携協議会 地域特別支援連携協議会 市町村特別支援連携協議会 

設

置 

 

県 

 

各教育事務所、熊本市教育委員

会及び山鹿市教育委員会（１１

地域） 

各市町村教育委員会 

（熊本市・山鹿市を除く） 

 

 

 

構 

 

成 

 

学識経験者、医療、保健、

福祉、労働等の関係機関及

び部局、親の会、ＰＴＡ連

合会、学校等の関係者 

 

 

 

各教育事務所、熊本市教育委員

会、山鹿市教育委員会の担当を

中心として、特別支援学校長や

特別支援学級設置校の校長、関

係機関担当者等。委嘱は、教育

事務所、熊本市教育委員会又は

山鹿市教育委員会が行う。 

市町村教育委員会を中心と

して、各学校等校長や特別支

援学校長、関係機関担当者

等。 

委嘱は、市町村教育委員会が

行う。 

 

 

協

議

内

容 

○本県の特別支援教育の

推進体制 

○県における研修と理解

啓発 等 

 

 

 

 

○各地域における特別支援教育

の推進 

○各地域における研修と理解啓

発 

○巡回相談員の推薦 

○巡回相談員会議の設置 

等                       

○各市町村における特別支

援教育の推進 

○各市町村における研修と

理解啓発 

○地区コーディネーター会

議の設置とリーダーコー

ディネーターの指名 

○巡回相談員の委嘱 等 

No. 機関名（担当部署） 住 所 電話番号 

１ 熊本県立教育センター（教育相談室） 〒861-0543 山鹿市小原 0968-44-6655 

２ 熊本県こども総合療育センター（地域療育部） 〒869-0524 宇城市松橋町 2900 0964-32-1144 

３ 熊本県北部発達障がい者支援センターわっふる 〒869-1235  菊池郡大津町室 213-6 さくらビル 2F 096-293-8189 

４ 熊本県南部発達障がい者支援センターわるつ 〒866-0855  八代市永碇町 1297－1 0965-62-8839 

５ 熊本市発達障がい者支援センター 〒862-0971 熊本市中央区大江 5-1-1 096-366-1919 

６ 熊本県福祉総合相談所（児童相談課） 〒861-8039  熊本市東区長嶺南 2-3-3 096-381-4411 

７ 熊本県八代児童相談所 〒866-8555  八代市西片町 1660 0965-32-4426 

８ 熊本県精神保健福祉センター 〒860-0920 熊本市東区月出 3 丁目 1-120 096-386-1166 

９ 熊本県ひばり園 〒861-8039 熊本市中央区長嶺南 2-3-2 096-382-1939 

10 熊本障害者職業センター 〒862-0971  熊本市中央区大江 6 丁目 1-38 096-371-8333 

－14－ 
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Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

［表３ 各実務担当者会の協議内容等］ 

 また、地域特別支援連携協議会の下部組織として、「実務担当者会」を組織し、

協議会に提案する原案を作成します。それぞれの実務担当者会の協議内容等は表 

３のとおりです。 
 

 広域特別支援連携協議会 
実務担当者会議 

地域特別支援連携協議会 
実務担当者会 

市町村特別支援連携協議会 
実務担当者会 

設

置 

 
県 

各教育事務所、熊本市教育委員

会及び山鹿市教育委員会（１１

地域） 

各市町村教育委員会 
（熊本市・山鹿市を除く） 

 
構 
 
成 
 

各教育事務所等、教育委員

会、学校、関係部局等 
 
 
 

各教育事務所、熊本市教育委員

会、山鹿市教育委員会の担当を

中心として、特別支援学校コー

ディネーターや特別支援学級

設置校の校長やリーダーコー

ディネーター、関係機関担当者

等。委嘱は、教育事務所又は熊

本市教育委員会、山鹿市教育委

員会が行う。 

市町村教育委員会を中心とし

て、各学校等管理職やコーディ

ネーター、関係機関担当者等。

委嘱は、市町村教育委員会が行

う。 
 
 

 
協

議

内

容 
 

○本県の特別支援教育の取

組 
○地域における特別支援教

育の推進状況の把握 等 
 
 

○地域特別支援教育相談会の

計画 
○地域における特別支援教育

研修の計画 
○地域における特別支援教育

に係る理解啓発の計画  
○地域における関係機関・部局

との連携の在り方  
○市町村の状況把握  等 

○各市町村における特別支援

教育の具体的な取組 
○各市町村における特別支援

教育研修準備 
○地区コーディネーター会議

の設置とリーダーコーディ

ネーターの指名 
○地区コーディネーター会議

の状況把握 
○巡回相談員の積極的活用 

           等 

  
 
 注）市町村特別支援連携協議会でも「実務担当者会」を設置することにより、ス 

ムーズな会の運営につながります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 特別支援教育の基本姿勢 

 

 
 
 
 
 
 
（１）特別支援教育とは 

文部科学省は、特別支援教育の理念について下記のように述べています。 

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力

を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う

ものである。また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく、知的

な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在籍する全ての

学校において実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒

への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々な人々が生き

生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の社会

にとって重要な意味を持っている。 

「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局長 平成 19年４月） 
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 まず、特別支援教育の対象を「知的な遅れのない発達障がいも含め」「すべての

学校において実施されるもの」としている点です。医療や福祉機関での診断を受
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ると学校が判断すれば、教育上特別の支援を行うことになります。 

 もう１点は、特別支援教育の推進は、一人一人の違いを認め全ての人が生き生

きと活躍できる共生社会形成の基礎となるものであり、我が国の現在及び将来の

社会にとって重要としている点です。平成 24年７月中央教育審議会初等中等教育

局分科会報告でも改めて報告されました。 

 

（２）本県における特別支援教育推進の基本姿勢 

インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進による障が

いのある子どもを含め、教育上特別の支援を必要とする子どもを生涯にわたって

支援するという観点から、次の２点を基本姿勢とします。 
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 同世代の子どもが、共に生きる社会の一員として互いに尊重しあえる関係を

つくるために、すべての子どもを大切にし、一人一人のニーズに合った教育を

行うことが大切であり、本県においてもこの視点に立ち、特別支援教育の推進

に取り組んでいます。 

○教育上特別の支援を必要とする子どもに対し、教育的ニーズに応じた個別の教育支援計

画に基づく実践を推進するとともに、幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校、

中学校から高等学校、そして社会へと、同計画の確実な引継ぎを行い、切れ目のない一

貫した支援を行います。 

○地域療育支援体制や障害保健福祉圏域計画と同じ区分を設定した「段階的な支援体制」

に基づき、支援が困難な事例に対しては、専門性のある支援者から適切な助言を得なが

ら関係機関と連携した支援を行います。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
実態把握の方法には次のようなものがあります。 
○行動観察：子どもの興味関心や動機付けなどの見取り（直接的な関わり

を含む） 
○聞き取り：保護者や関係機関との面談やケース会議での情報交換など 
○標準化された検査：視力・聴力検査、WISC 知能検査や新版 K 式発達  

検査など 
○各種記録：テスト結果やノートなどの学習記録、個別の教育支援計画や 

個別の指導計画、移行支援計画、実態把握シート 
 

このうち、子どもの様子を直接見る行動観察を行う際には、次のような点に

注目して観察をする必要があります。 
○声かけやスキンシップに対する反応はどうか 
○言葉の理解はどの程度か 
○教材や周囲の状況などをどのように見ているか（見えているか） 
○指示や周囲の音をどのように聞いているか（聞こえているか） 
○本人が意図的に動かせる体の部分はどこか、利き手（足）はどちらか 
○手や足をどのように動かしているか、どの部分で支えているか 
○目と手（足）をどのように協応させているか 
○どのように姿勢を保持しているか 
○集中できている時間の長さや時間帯はどうか  など 

 
上記の方法で得られた子どもに関する情報は、それぞれ子どもの特定の部分

の状況を示したものであり、その１点だけで子どもの実態の全体像を捉えるこ

とはできません。子どもに関する様々な情報を総合的に分析し、子どもの実態

を的確に把握して適切な支援につなげていきます。 
子どもの実態を的確に効率よく把握するためには、関係者間の綿密な連携と
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の教育支援計画等は、関係者が連携して一貫した支援を行うために作られたツ

ールであり、子ども一人一人の教育的ニーズを把握するためにも重要なもので

す。 
 
（３）実態把握の留意点 
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○情報を収集する際は、保護者が何度も同じことを説明しないで済むように、

これまでに得ている情報は必ず確認しておきます。 
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て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 
 
２ 発達障がいについての理解と支援 

（１）発達障がいについての理解 

発達障がいには、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、

学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）などがあり、それらが

重なり合って現われることもあります。原因は脳機能の障がいによるもので、

親のしつけや養育環境が問題ではありません。 
 

 
①社会性の障がい、②コミュニケーションの障がい、③反復的で常同的な興

味・行動を特徴とします。このうち、アスペルガー症候群とは知的発達の遅

れと言葉の発達の遅れを伴わないものを指します。 
 

 
全般的な知的発達に遅れはないものの、学習に必要な、聞く、話す、読む、

書く、計算する、推論することが極端に苦手です。 
 

 
身の回りの特定のものに意識を集中させることが難しく、衝動的で落ち着き

のない行動により、生活や学習に支障をきたしている状態にあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学習障害（ＬＤ） 
「読む」「書く」「計算する」等

の能力が、全体的な知的発達に

比べて極端に苦手 

 

 

広汎性発達障害 

アスペルガー症候群 

・言葉の発達の恐れ 

・コミュニケーションの障害 

・対人関係・社会性の障害 

・パターン化した行動、こだわり 

・基本的に、言葉の発達の遅れはない 

・コミュニケーションの障害 

・対人関係・社会性の障害 

・パターン化した行動、興味・関心のかたより 

・不器用（言語発達に比べて） 

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） 
・不注意（集中できない） 

・多動・多弁（じっとしていられない） 

・衝動的に行動する（考えるよりも先に 

動く） 

知的な遅れを

伴うこともあ

ります 

自 閉 症 

［図９  発達障がいの概念図］ 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
発達障がいがある子どもたちの教育的ニーズは、障がいの程度や発達段階

などによって大きく異なります。しかし、発達障がいの状況は表面上では捉

えにくいので、子ども一人一人の学習の過程や行動の様子を細やかに観察し

て実態を捉える必要があります。どのように見えているか、なぜそのように

考えたのか、本人に直接尋ねてみることも有効です。 
また、通常の学級においては、特に周りの子どもたちに本人の悩みや特性

について理解してもらうことも必要になります。本人、保護者の了承を得て、

周りの子どもたちに理解を促す機会も必要ですが、担任や周りの大人たちの

関わりが、子どもにとってのお手本となります。まずは、大人が適切に、真

摯に関わることが大切です。 
 
（２）発達障がいのある子どもへの支援 

 
推測される要因 支援例 

○聞くべき声（音）に

集中できない 
○聞いた内容が難しく

て理解ができない 
○聞いた内容をすぐに

忘れてしまう 
 

・教室全体で、話が聞きやすくなる環境をつくります。 
・必要な情報を「短く・はっきり・ゆっくり」話します。 
・聞くべき声（音）を選択しやすくするために、子どもに近

づいたり、視線を合わせたりして、子どもの注意を引きつ

けてから話すようにします。 
・複数の指示がある場合は、一つの行動が終わってから次の

指示を出すようにします。 
・「あれ、それ」などの指示代名詞はできるだけ使わないよう

にします。 
・話した内容を本人に確認します。 
・話に関係のある図や写真などを用意して、視覚的に確認で

きるようにします。 
・順をおって指示内容を提示したリ、手順書を渡して確認で

きるようにします。 

 
 

推測される要因 支援例 

○文や文章を構成する

ことが難しい 
○記憶することが苦手 
○性格や心理的な課題

がある 
 

・無理に話させようとせず、子どもが話をしやすくするため

日頃から、子どもに対して正しい言葉や文脈で話かけるよ

うにします。 
・子どもの話をじっくり聞き、話そうとしていることを適切

な言葉で言い換えていきます。 
・「いつ」「だれが」「どこで」「どうした」という疑問詞を提

示し、それに沿って話をするようにします。 
・指示代名詞が多いときは、いくつかの選択肢を示したり、

言葉を補ったりします。 
・子どもが話した内容について、そのポイントを整理して確

認します。 
・子どもが話やすいように、実物や写真などを用意します。 
・発表の際は、あらかじめ話すことを書いておきます。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
推測される要因 支援例 

○文字の形や単語（文

字の並び）を正確に

捉えることが難しい 
○文字を音声で表すこ

とが難しい 
○言葉の意味を理解す

ることが難しい 
○文章から場面の状況

を把握することが難

しい 
○音読はできるが、内

容が理解できていな

い 

・事前に読むところを伝え、家庭で練習できるようにします。 
・文字の大きさや行間を調節して提示します。 
・漢字に読みがなをつけます。 
・分かち書きにします。 
・キーワードを丸で囲みます。 
・段落の関係を図で表します。 
・内容を推測できるように、 
関係のある絵や写真を用意します。 

・文章の主題や段落の内容を、選択 
肢を選んで確認します。 

 
 

推測される要因 支援例 

○文字の形を正確に捉

えることが難しい 
○文字の形を正確に記

憶しておくことが難

しい 
○目と手を協応させる

ことが難しい 
 

・鉛筆や消しゴムなどは、使いやすいものを用意します。 
・ノートやプリントは、マス目の大きいものや罫線のあるも

のを用意します。他の子でも使いたい子は使えるようにし

ます。 
・記憶の手助けになるように、文字を練習する際には、言葉

による意味づけをしたり、部分ごとに色分けをしたりしま

す。 
・授業中は、板書を強要せず、ワークシートなどを活用しま

す。 
・本人の特性や生活環境に応じて、デジタルカメラやタブレ

ット端末等を活用します。 

 
 

推測される要因 支援例 

○具体物を抽象的に考

えることが難しい 
○記憶することが苦手 
○空間的な位置関係を

把握することが苦手

で、特に筆算での間

違いが多い 

・具体物や図を提示して、計算の意味を示します。 
・加減乗除の記号の意味を分かりやすく伝えます。 
・「～より多い（少ない）」など、計算でよく使う言葉の意味

を、具体物や体の動きで理解できるようにします。 
・繰り上がった数や繰り下がった数を書いておく場所を決め

ておきます。 
・マス目のある用紙を使用し、問題を写したり、計算したり

するときの位取りを分かりやすくします。 
・必要に応じて、計算機を使います。 

 
 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

推測される要因 支援例 

○論理的に考えること

が苦手 
○問題の文章を読んで

理解することが苦手 
 

・文章題の要点やポイントになる言葉に印をつけます。 
・文章題の内容を子どもの経験した場面や興味のある題材に

します。 
・文章題の人や物の動きを図で表す練習をします。 
・問題の読み上げを聞いてから解き始めるようにします。 
・宿題や課題プリントでは、子どもができそうな課題に印を

つけて問題の質や量を調整します。 
・「全部で」「あわせて」「残りは」など、文章題によく使われ

る言葉の意味と式を結びつけるように説明します。 
・国語の読解について支援も同時に行います。 

 
 

推測される要因 支援例 

○視覚的・聴覚的な刺

激に影響を受けやす

い 
○指示の内容を理解し

ていない 
○今、何をすればよい

のかわからず不安 
○集中できる時間が短

い 

・座席は、刺激の影響を受けやすい窓側や廊下側を避け、で

きるだけ前の座席にします。 
・授業中は教師や黒板に集中できるように、教室前方の掲示

物を後方に整理したり、カーテンをつけたりします。 
・全体に対する指示と合わせて個別にも指示をします。 
・なるべく具体的に指示をします。 
・授業展開をできるだけ一定にし、各活動時間を「読む」「考

える」「操作する」「書く」というように区切ります。 
・頃合いを見てプリント配布の仕事を手伝ってもらったり、

授業展開にグループ学習や聞き取り調査の活動を取り入れ

たりするなど、ときには立ち歩きを認めるようにします。 
・休み時間などに十分に体を動かして、エネルギーの発散を

促します。  

 
 

推測される要因 支援例 

○注意を持続する時間

が短い 
○注意の選択に偏りが

ある 
○刺激の影響を受けや

すい 

・本人がやりやすい方法でメモを取ること、メモを見ること

を習慣づけていきます。その際、家庭と協力しながら、メ

モを取っているか、メモを見ているか確認します。メモに

こだわる必要はありません。本人の特性や生活環境に応じ

て、スマートフォンのメモやボイスレコーダーの機能など

も活用します。 
・本人が忘れないでできることも確認して参考にします。 
・メモをなくす、ランドセルを忘れることも想定して、どこ

に置くか、いつ取り出すかを習慣づけます。 
・指示を確認しやすくするため、子どもに近づいたり、名前

を呼んだり、視線を合わせたりして注意を引きつけてから

指示するようにします。クラス全体でメモを取る時間を確

保すると、他の子どもも助かります。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
推測される要因 支援例 

○これまでの不適切な

対応による自己評価

や自尊感情が低下し

ている 
○自分の感情や行動の

抑制、行動の振り返

りが難しい  
○急な日程や場所の変

更などにより、見通

しを持つことができ

ない 
 

・子どもの特性に配慮しながら、成功体験を積めるようにし

たり、できたことを十分に褒めたりします。 
・子どもの気持ちを冷静に受け止めて落ち着くまで十分に待

ち、落ち着いたら一緒に状況を整理し、どうすべきだった

かを考えます。この時、子どもが大人の反応を求めている

ことがあるので、必要以上に厳しく叱責したり、優しくな

だめたりしないようにします。 
・子どもが気持ちを落ち着かせる場所を用意しておきます。 
・飛び出しなど担任一人では対応が難しいこともあるので、

学校全体で対処法について考え共通理解を図っておきま

す。また、よくできたことを子どもが意識していない場合

もあるので、できる限りフィードバックし、十分な賞賛を

与えるようにします。 
・変更になるときには、子どもにとってわかりやすい方法で

伝えるようにします。また、日程や場所の変更はあること

を事前に確認しておき、子どもが納得しやすいような変更

への対応をしていきます。 

 
 

推測される要因 支援例 

○相手の表情や仕草か

ら相手の気持ちを推

測することが難しい 
○会話が言葉のやりと

りであるというルー

ルを理解していない 
○会話の基礎的なスキ

ルを獲得していない 
○ 興味に偏りがある 

・話かける前や話題を変えるときには、一言確認する方法を

教えます。 
・自分の話だけしないで、相手の意見を聞くことを教えます。 
・休み時間など時間があるときに、本人が好きな話題につい

て一緒に話す時間をつくります。 
・周りの子どもたちと一緒に、受け答え方や相手を傷つけな

い断り方などを学ぶようにします。 

 
 

推測される要因 支援例 

○ルールやモラルを守

ることにこだわって

柔軟に対応すること

ができない 
○ゲームや試合では勝

つことにこだわり、友

達とのトラブルが多

い 
○体験や感情を言語化

することが難しい 

・ルールを守りたいという気持ちが大切であることを他の

子どもにも伝えて、本人への理解を深めます。 
・ルールを守れない場合は、その原因を考え、繰り返さな

いようにすることが大事なことを伝えます。 
・ルールを守れない場合も想定して、どう対応すればよい

のか優先順位をつけておきます。 
・ゲームや試合には勝ち負けがあることを事前に確認して

おくとともに、負けた時にどう対応すればよいかもか確

認しとけおきます。 
・パニックになった場合は、その前後の状況を把握してお

くとともに、ルールの理解について家庭と連携を図って

おきます。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

 

過敏性がある 

推測される要因 支援例 

○聴覚、触覚、味覚など

の感覚が過敏で、感覚

刺激に耐えられずに、

その場を離れること

がある 

○自分の感じているこ

とを言葉で表現する

ことが難しい 

○自分の感じているこ

とを、他者に伝えたい

という気持が乏しい 

・子どもの様子を丁寧に観察して過敏性を理解し、必要以

上に無理をさせないようにします。 

・できる範囲で刺激を除去すると同時に、将来の生活を見

据えながら、少しずつ刺激に慣れるようにします。必要

に応じて独自の対処方法（イヤーマフなど）を考えます。 

・感覚の過敏さからくる辛さについては、「大きな声、いや」

と自分が感じていることを言えるようにし、やがて自ら

対処することができるようにします。 

 

（３）二次障がいについて 

発達障がいがある子どもたちは、障がいの状況が周囲に理解されにくく、「自

分勝手」「変わった人」と誤解され、敬遠されたり、叱責されたりすることが

あります。適切な支援が受けられず、こうした不適切な対応が続くことで、「自

分はダメだ」「やっても無理だ」と思い込み、本人の自己肯定感が失われ、元々

抱えている障がいとは別の問題が生じます。 

 

二次障がいの現れ方 

○ひきこもり・不登校 

○暴力行為・非行・怠学 

○不安障がい・対人恐怖症 

○多動や学力不振 など 

  

二次障がいへの対応 

○元々抱えている障がいの特性を理解し適切に支援することで、子どもは

学びやすく、生活しやすくなるはずです。二次障がいの状況を改善する

ことの第一歩は子どもの実態を的確に把握することです。 

○子どもの存在そのものを認め、成長を子どもとともに喜びます。子ども

との信頼関係を築きます。 

○子どもが自分の成長を実感できるように、どう変わったかを子どもにわ

かりやすく伝えます。 

○スモールステップで成功体験を増やし、 

自信をつけられるようにします。 
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      「よりよい支援のためのチェックシートの活用」 

  本校では、児童一人一人の状況把握を進めるにあたって、下に示す

ようなチェックシートを作成しました。設定した観点項目にそって、児童の不安や困り等の状

況について学級担任に記入してもらうようにしました（６月、２月実施）。併せて、専科や養護

教諭、サポートティーチャーなど、児童とかかわりのある職員からも情報を収集していきまし

た。 

 

また、下のようなシートを作成して、特別な教育的ニーズをもつ児童の状況と、それに対し

て行ってきた指導・支援について学級担任に記録してもらうようにしました（２・３月実施）。

 効果的であると考えられる指導・支援について職員間で共有化を図り、次年度への引継ぎ資

料としました。 

  なお、上記で示したチェックシートや状況把握シートで得られた情報は、よりよい指導・支

援を行ってくために大切なものであり、個別の指導計画の作成に活用したり、校内委員会やケ

ース会議を開催する際の一つの情報として提供したりしました。 

                     （文責：山鹿市立大道小学校 安武 和幸） 

 

 

                                    

              ＊本ページの「チェックシート」等はⅣ「巻末資料」に掲載      

支援の宝箱② 

実態把握 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

１  保護者との連携  

特別な支援が必要と考えられる子どもについては、学校だけで取組を

進めるのではなく、保護者の理解が得られるよう慎重に説明を行い、必

要な支援について、保護者と連携を図りながら検討する必要があります。

保護者は家庭での支援者であり、子どもの実態によっては医療的な対応

等が有効な場合もあるため、保護者との連携は重要です。  

しかしながら、乳幼児期の頃から様々な問題に直面し子育ての悩みを

抱えてきた保護者も多く、家族を含めた保護者への支援が必要な場合や

保護者から特別な支援の実施について納得や了解が得られない場合など、

様々なケースが出てきます。  

そのような保護者の置かれた状況や心情を察して、以下のようなこと

に配慮しながら連携を取っていきましょう。  

 

ア  基本は「保護者との信頼関係を築く」こと  

日ごろから連絡を取り合い、保護者との信頼関係を築き、学校と

家庭が一緒になって子どもを育てていくという姿勢を大切にします。

子どもの発達や学習について共通理解を図ることが必要です。学校

での子どもの様子について、課題や短所だけではなく、長所や努力

していること、今後の見通しなども併せて説明するようにしましょ

う。  

また、子どもの状態が家庭の養育やしつけのせいではないことを

伝え、保護者の心理的な負担を軽減するとともに、「障がい」とい

う言葉を安易に使用しないようにします。  

 

イ  保護者の話をしっかり聞く  

特別な支援が必要な子どもについては、保護者自身が不安や悩み

を抱いている場合が多いので、いきなり担任が学校での問題点を話

すのではなく、保護者の子育ての様子や悩みなどを聞きましょう。  

 

ウ  保護者の気持ちを受け止める  

保護者が抱える悩み、苦労、願いなど様々な思いを、時間をかけ

てじっくり聞き取り、保護者の心情や心の揺れを理解した上で慎重

に対応します。  

子どもの状態を受け入れることが難しい保護者は、精神的にも不
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特別な支援を必要とする子どもを教育するうえで、子どもの関わる関

係機関と情報を共有することは大変重要です。子どもの良き成長を願

い、子どもに関する情報を有効活用できるようにしたいものです。  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
安定になりがちです。場合によっては、依存や反発、混乱する時も

ありますが、いつも保護者に寄り添う姿勢で粘り強く対応すること

が大切です。  

 

エ  気になる行動面、学習面の具体的な記録（場面、頻度、内容等）を

とり、状況を見て、保護者に提供する  

できないことを伝えるのではなく、子どもがどんな困難さをもっ

て生活しているのか、生活のしにくさについて伝えるようにします。

子どものどんな困難さを改善しようとするのか、指導者がどんな意

図をもってどんな対応をしているかを伝えます。保護者に対して子

どもの可能性を最大限伸長させるための対応の在り方を具体的に示

し、将来の子ども像を保護者とともにイメージできるようにします。 

 

オ  学校が組織的に援助（チーム援助）を行うことで、保護者の心情、

悩みを受け入れられる体制を整える  

担任だけで、保護者の心情や悩みを受け入れることは、大変難し

いことです。学校が情報を共有し、保護者の伴走者として組織的に

対応することが大切です。  

 

カ  外部の関係機関と連携することで、学校の対応に客観性をもたせる  

子どもの状態を受け入れることが難しい保護者は、学校だけの対

応では、担任、学校、障がいなどへの抵抗感や不安感を払拭できな

い場合もあります。そんな時には、特別支援学校への相談など、専

門機関を活用するとよいでしょう。保護者の視野が広がり、子ども

に対する客観的な視点を持てたり、心が安定して学校関係者との関

係も改善されたりして、信頼関係が生まれることも多くあります。  

 

キ  保護者に理解と協力をお願いする  

学校が、現時点で実施可能な指導体制や指導方法について丁寧に

説明し、保護者の理解を得るようにします。学校で取り組む内容で、

家庭や地域の協力が必要な内容があれば協力を依頼します。  

なお、学校や家庭の支援だけで対応が困難な場合は、専門機関で

の検査や相談も視野に入れて話し合うようにします。  

 

２  移行支援における連携  

特別な支援が必要な子どもの自立と社会参加のためには一貫した支

援が必要であり、就学や進学等の移行期に現在の支援内容を引き継ぐ

ことが大変重要です。そのためには、個別の教育支援計画を作成する

時点で保護者の参画を得るとともに、子どもにとって支援内容を引き

継ぐことの重要性を保護者に説明し、理解を得ることが重要です。ま

た移行期は、本人のみならず保護者の不安が増したり気持ちが揺れ動

いたりする時期です。進学先等の情報について保護者に十分提供する

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
とともに、可能な限り体験入学等を行い、本人や保護者の不安を取り

除くようにしましょう。  

 

３  関係機関との連携  

障がいのある子どもの成長を支えるうえで、学校と医療・福祉・労

働等の関係機関が連携を図ることの重要性はこれまでも述べてきたと

おりです。校長や特別支援教育コーディネーターを通じて関係機関と

積極的に連携し、それぞれの機関の役割と特性を生かしつつ、より適

切な支援を実施していくようにします。  

連携の最初の段階で、どのような機関に相談したらよいかわからな

いときなどは、地域の特別支援学校に相談してください。  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 

-1  



－ 32 －

 
 
            「保護者と『一緒』懸命に」 

朝まで仕事をして、寝ないまま子どもさんを学校に送って来られ、控え室で仮眠をとら

れていたお父さん。家族の誰もが送迎できるようにと、登校初日に家族全員で子どもさん

を送って来られたご家族。子どもを欠席させたくないと、ほんの１時間でも都合を付けて

送迎されたお母さん。 

私たち教師が子どもたちと出会うとき、必ずその保護者との「出会い」があります。同

じ「出会い」なのに、子どもたちとの「出会い」にはわくわくして何の躊躇もない私たち

ですが、その保護者となると、わくわくよりドキドキの方が大きくなりがちです。なぜな

ら、保護者とうまく連携が図れるかどうかで、子どもたちへの教育効果が左右されること

を知っているからです。教師も保護者も子どものよりよい姿・成長を願い、子どもへの関

わり方や指導方法等を考えるのですが、目指すものが違ったり、目指すものは同じでも方

法が違ったりして関係がぎくしゃくすることがあります。理不尽に感じることもあるかも

しれません。しかし、忘れてはいけないことはどの保護者も子どものために、「一生」懸命

だということです。保護者は日々悩みながら、子どものために自分の時間の多くを割いて

いらっしゃいます。中には子どもより１日でも長生きしたいとおっしゃる方もいます。そ

れに比べると、私たち教師が子どもたちに直接関わるのは子どもの一生のほんの一部分で

す。しかしその一時一時が子どもの成長に大きく影響を与えます。だからこそ、短期間で

も「一所」懸命にそのときにできる精一杯の指導支援をする責務があると思います。子ど

もに対して熱心に指導支援を行い、子どもがより良く変われば保護者は必ず教師を信頼し

てくれます。そして、保護者の思いを真摯に受け止め、しっかりタッグを組んで「一緒」

懸命に子どもの成長を支えたいのです。さらには、関係機関との連携を図り、協力者や理

解者を増やし、少しでも多くのサポーターで子どもと保護者を「一緒」に支えたい。みん

なで「一緒」懸命になれば、保護者の心的不安も軽減され、子どもの確かな成長と豊かな

生活に繋がるのではないかと考えます。 

保護者への対応で心がけたいこと 

○さわやかなあいさつと笑顔で保護者を迎える。話題も豊富に、 

保護者が心安く話せるようにしましょう。 

○約束は必ず守る。うそやごまかしは御法度です。 

○一方的に非難しない。保護者にもそれなりの理由があります。 

○要望・要求には即答しない。困難な事案ほど早めに関係者と相談する。そして、できるだ

け早く回答するようにしましょう。困難な事案ほど、最初の対応が大事です。 

○情報は関係者で共有する。対応が必要な場合は関係者で協議し、誰もが同じように対応で

きるようにします。対応が異なると保護者が不安に思い、教師や学校に対する信頼を失い

ます。 

社会人として誠実に対応しましょう。カウンセリングマインドを忘れず、共感の気持

ちを大事にしてください。 

（文責：熊本県立松橋東支援学校 市原 留美子 ）  

 

 

支援の宝箱③ 
保護者との連携 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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「関係機関と連携した児童生徒への支援」 

山鹿市の小中学校では、特別支援学校、医療、福祉等の関係機関と積極的に連携してい

ます。その際に心がけていることは以下のとおりです。   
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
児童生徒を支援する地域の専門機関を把握し、それぞれの役割を理解した上で、しっか

り連携を図っていきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【実践例：医療機関との連携の場合】 

①児童や生徒の実態を学年部が把握し、コーディネーターに相談、報告する。 
②本人や保護者の思いやニーズをしっかり確認した上で、校内委員会で検討する。 
③校内委員会やケース会議で、連携する関係機関を決め、保護者に提案する。 
④医療機関の予約は保護者が行う。 
⑤受診の日時が決まったら、それまでに担任が学校生活の様子や受診の理由を書い

た申し送り書（Ⅳ巻末資料掲載）を、保護者とともに作成する。 
⑥診察の際、申し送り書とフェイスシートや個別の支援計画、指導計画等を保護者

が担当医に直接渡す。 
⑦保護者の同意を得て、コーディネーターが直接医療機関と連絡をとり、必要に応

じて診察に同席し、学校生活における配慮や助言を受ける。 
⑧担当医や心理士等とのケース会議を開き、医療機関との連携を深める。 

                （文責：山鹿市立鹿北中学校 今本 みゆき） 

 

支援の宝箱④ 
関係機関との連携 

（１）校内委員会で関係機関との連携の必要性を検討し、児童生徒の実態を踏まえた上で

どの時期に、どの機関に、誰が窓口となって連携するかを決める。 

（２） 学校組織として連携する。担当者が変わっても連携に支障がないようにする。 

（３） 保護者の理解や同意を得た上で連携する。特に医療機関との連携では、家庭での様

子とともに学校での様子を伝えるための申し送り書を保護者とともに作成し、事前

に情報を関係機関に提供することで、相談の時間が有効に使えるようにする。 

（４） 来校してもらい相談するか、関係機関に出向いて相談するかを、様々な状況によっ

て決める。 

（５） 必要に応じて主治医や心理士等専門的見地から意見や情報を得るとともに、学校生

活における配慮や助言を受け、協働意識を持って教育に生かしていく。 

 

 

 

 
「関係機関と連携した児童生徒への支援」 
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④医療機関の予約は保護者が行う。 
⑤受診の日時が決まったら、それまでに担任が学校生活の様子や受診の理由を書い

た申し送り書（Ⅳ巻末資料掲載）を、保護者とともに作成する。 
⑥診察の際、申し送り書とフェイスシートや個別の支援計画、指導計画等を保護者

が担当医に直接渡す。 
⑦保護者の同意を得て、コーディネーターが直接医療機関と連絡をとり、必要に応

じて診察に同席し、学校生活における配慮や助言を受ける。 
⑧担当医や心理士等とのケース会議を開き、医療機関との連携を深める。 

                （文責：山鹿市立鹿北中学校 今本 みゆき） 
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関係機関との連携 
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（４） 来校してもらい相談するか、関係機関に出向いて相談するかを、様々な状況によっ
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【実践例：医療機関との連携の場合】 
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た申し送り書（Ⅳ巻末資料掲載）を、保護者とともに作成する。 
⑥診察の際、申し送り書とフェイスシートや個別の支援計画、指導計画等を保護者

が担当医に直接渡す。 
⑦保護者の同意を得て、コーディネーターが直接医療機関と連絡をとり、必要に応

じて診察に同席し、学校生活における配慮や助言を受ける。 
⑧担当医や心理士等とのケース会議を開き、医療機関との連携を深める。 

                （文責：山鹿市立鹿北中学校 今本 みゆき） 
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【実践例：医療機関との連携の場合】 

①児童や生徒の実態を学年部が把握し、コーディネーターに相談、報告する。 
②本人や保護者の思いやニーズをしっかり確認した上で、校内委員会で検討する。 
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た申し送り書（Ⅳ巻末資料掲載）を、保護者とともに作成する。 
⑥診察の際、申し送り書とフェイスシートや個別の支援計画、指導計画等を保護者

が担当医に直接渡す。 
⑦保護者の同意を得て、コーディネーターが直接医療機関と連絡をとり、必要に応

じて診察に同席し、学校生活における配慮や助言を受ける。 
⑧担当医や心理士等とのケース会議を開き、医療機関との連携を深める。 

                （文責：山鹿市立鹿北中学校 今本 みゆき） 
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関係機関との連携 

（１）校内委員会で関係機関との連携の必要性を検討し、児童生徒の実態を踏まえた上で

どの時期に、どの機関に、誰が窓口となって連携するかを決める。 

（２） 学校組織として連携する。担当者が変わっても連携に支障がないようにする。 

（３） 保護者の理解や同意を得た上で連携する。特に医療機関との連携では、家庭での様

子とともに学校での様子を伝えるための申し送り書を保護者とともに作成し、事前

に情報を関係機関に提供することで、相談の時間が有効に使えるようにする。 

（４） 来校してもらい相談するか、関係機関に出向いて相談するかを、様々な状況によっ

て決める。 

（５） 必要に応じて主治医や心理士等専門的見地から意見や情報を得るとともに、学校生

活における配慮や助言を受け、協働意識を持って教育に生かしていく。 

 

 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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            「『就職へ向けた』支援」 

 本校では、卒業時の就職へ向けて、生徒・保護者の「困った」を「できた・うまくい

った」に変えるために、校内外での連携・支援態勢の充実を図っています。 
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○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 
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○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

［図 10  校内支援体制の 4つの段階］ 

 
 
 
 

 
１ 組織しての支援 

  「組織として支援する」ということは、担任が児童生徒の支援で困ったとき

に、担任だけで悩みを抱え込むことなく、校内で相談したり、支援を検討した

りする学校の体制が整備されているということです。 
  県において整備されている「段階的な支援体制」と同様、各学校においても

校内の段階的支援体制を構築することが有効です。 
 
２ 校内における４つの段階 

  校内における支援体制はおおよそ次の４つの段階を踏むことが考えられます。 

 

 

ステップ② 

通常の学級での個に応じた支援 

ステップ④関係機関との連携による支援 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
（２）ステップ②「通常の学級での個に応じた支援」 

   担任による一斉指導だけでは支援が難しい児童生徒に対して、校内委員会
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る支援を進めていきます。 
   取組としては、マス目の大きい原稿用紙や手順書など児童生徒のニーズに
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（４）ステップ④「関係機関との連携による支援」 
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   学校の規模や実情等によって異なりますが、大切なのは、直接の支援者で

ある担任等を孤立させないことです。そのためにも、校内における体制づく

りは欠かせません。 
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  また、今ある組織を活用することも大切です。学年会や教科

部会などが組織されていることが多いと思いますので、そうし

た場で支援の必要な児童生徒のケース検討を実施するようにし

ましょう。 
 
３ 校内支援体制を機能させるために 

  校内支援体制を機能させるためには、次の３項目が大切です。 
（１）職員の理解啓発 

   何より、支援者となる教職員が、障がい特性や特別支援教育について理解

することが大切です。発達障がいのある児童生徒は、視覚障がいや身体に障
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すると共に、校外での研修等にも積極的に参加して、理解を深めましょう。 
 
（２）職員間の共通理解 

   障がいのある児童生徒に接する際に大切なのは、すべての職員が同じ態度

で接するということです。そのためには、対象となる児童生徒の実態、現状

の取組内容、今後の方針等について、共通理解を図っておく必要があります。 
   共通理解の図り方としては、個別の教育支援計画等を活用して共通理解を

図る方法や「児童生徒理解研修」などを通じて生徒の情報を共通理解する方

法などがあります。学校の実状を考慮して共通理解の仕方を工夫しましょう。 
   職員全員が自校の支援体制を十分理解し、担任の有無に関わらず、支援策

を活発に協議し合えるようにすることが重要です。 
 
（３）校内支援窓口の周知 

   特別支援教育に限らず、指導・支援を進める際には保護者の気持ちを受け

とめ、受容と共感を大切にしながら、相手との信頼関係を築けるように配慮

することが必要です。これがなければ、伝えたいことも伝わりません。その

ためには、保護者に対する校内支援の窓口の周知を図ることが重要です。PTA
総会や学級懇談会、広報誌などを通じて窓口の周知を図りましょう。 

   日頃から、児童生徒や保護者の思いに寄り添った教育相談や支援を実施す

ることの積み重ねが、お互いの信頼関係も築いていくことができます。一つ

一つの事例に丁寧に対応することを心懸け、保護者の伴走者という姿勢で接

していきましょう。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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「校内支援体制構築のポイントは？」 
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ここでは、そのポイントの一例を紹介します。 
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教育コーディネーターが中心となり、学年会等で検 
討し合った内容を集約します。校内委員会では、その資料をもとに各学年の状況を

十分に踏まえた上で、どのような支援体制を進めるか検討し合いましょう。 
ポイント３：校内資源を有効に活用する 

実際に支援を進めたくても、校内の実情によって、できることと、できないこと

があります。特別支援教育支援員や担任外の職員の活用をはじめ、支援が必要な事
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もたちへの理解を深める大変貴重な機会となります。 
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○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
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子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の意義 
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 支援の必要な児童生徒が学校に入学してきたとき、「以前はどのような学習

や支援をしていたのか知りたい。」とのお話を聞くことがあります。また、保
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 ここでは、このような場合の連携をスムーズに行うためのツールである個別

の教育支援計画と個別の指導計画についてお話します。 

個別の教育支援計画は、障

がいのある人の一生涯に

わたる支援をめざした障

害者基本計画に基づく個

別の支援計画の一部です。 

保護者を含めた関係

機関の連携が大変重

要になります。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
（２）作成の意義 

  障がいのある児童生徒が地域で生活し、自立して社会参加していくためには、

その児童生徒にかかわる多くの関係者や機関によって、生涯にわたる一貫した支

援を進めていくことが必要です。「個別の教育支援計画」は、「引継ぎがなかった

から作成しない。」「作成しなくても共通理解が図られている。」というものではな

く、児童生徒を取り巻く様々な関係機関が連携し、具体的に支援していくための

ツールです。「個別の教育支援計画」を作成することは、学校が中心となって保護

者、関係機関とともに支援の方向や目標等について共通理解を図りながら役割分

担をし、一貫した適切な支援ができる体制をつくるということです。 
通常の学級に在籍する児童生徒においても、教師が児童生徒の抱えている困難

に着目し、実態を十分に捉えた上で、学校内だけでなく地域や関係機関との連携

を図りながら支援をしていくことで、対象児童生徒の自立や社会参加の道を開く

可能性が広がります。 
 

（３）個別の指導計画 

「個別の指導計画」は教育課程を具体化し、一人一人の教育的ニーズに対応し

て指導の方法や内容を明確にするもので、きめ細やかな指導を行うための計画で

す。障がいの状態や発達段階に応じて適切な指導が行えるよう、個々の指導の方

法や内容を盛り込んで作成します。この指導計画を作成、活用、評価等を繰り返

すことで、障がいのある児童生徒の「学びの履歴」を残すことができ、学校での

切れ目のない支援を確実にしていくことができます。 

 

 ２つの計画の内容を比較すると下の表のようになります。 

 個別の教育支援計画 個別の指導計画 

 
目 

的 
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な視点で就学前から学校卒業後

まで一貫した支援を行うための

トータルな計画 

特別な支援を必要とする児童生

徒一人一人の教育的ニーズに対応

して１年間に行う具体的できめ細

やかな指導や支援を行うための計

画 

 
 

内 

容 

①児童生徒等のプロフィール                                                      

②合理的配慮 

③卒業後の進路希望  

④目標 
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①児童生徒等の氏名等  
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⑤結果 
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参 

画 
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 ［表４ 個別の教育支援計画と個別の指導計画の比較］ 
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こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

［図 12  個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成の流れ］ 

２ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成 

（１）個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成の流れ 

一般的には図 12 の、特別支援学校、特別支援学級、通級指導教室で作成する場

合のように「個別の教育支援計画」から作成し、次に学校での支援内容を「個別

の指導計画」へ具体的にまとめていきます。 

しかし、通常の学級の場合は、担任（学校）の気付きから支援を始めること 

もあります（図中①）。その場合は、「個別の指導計画」から取りかかります。そ

の後、保護者や関係機関との連携が進んでくれば、「個別の教育支援計画」を作成

します（図中②）。通常の学級でも、すでに保護者や関係機関との連携が図られて

いれば、特別支援学校、特別支援学級、通級指導教室と同じように「個別の教育

支援計画」から作成を進めていくことは可能です（図中③）。 

 
（２）「個別の教育支援計画」作成の流れ 

本誌改訂に伴い、対象となる児童生徒の障がいの特性や現在の状況を表記した

「特別支援教育フェイスシート」と対象となる児童生徒への支援者の関わりや長

期目標等を表記していた「個別の教育支援計画」を一つにまとめ、新しく「個別

の教育支援計画」として整理しました。 

ア 情報の共有と学校内での体制整備 

  個別の教育支援計画の作成に当たっては、学級担任一人の目ではなく、教科

担任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭等複数の目で児童生徒の様子

をとらえ、情報を共有することが大切です。また、引継ぎ内容や、本人や保護

者からの申し出も含め、児童生徒にかかわる様々な情報を活かすことのできる

体制を積極的につくっていくことも大切です。  
イ 保護者との連携 

  「個別の教育支援計画」の作成は、児童生徒本人と保護者との共通理解、了

① 

② 

③ 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

場合によっては、様々な状況で「個別の教育

支援計画」の作成が難しい場合もあります。そ

の際は児童生徒の困っている状況を整理し、改

善していくために「個別の指導計画」から作成

してみましょう。しかし、児童生徒に寄り添い

一緒に成長を見守りながら育てるには、学校、

保護者、関係機関が連携を取り合い、支援を行

う必要があります。学校のみの計画に終わらせ

ず、少しずつ保護者の気持ちに寄り添いながら

支援を進めていきましょう。  

例えば、校内委員会や学年会での気づ

きや出し合った対応をまとめるなど、無

理のない作成から始めてもよいですね。 
 

解のもとに行います。そのため、学校において、特別な支援が必要と判断した

ときには、本人と保護者に支援の重要性をどう伝え理解してもらうかが大きな

ポイントになります。  
  特に、｢困っている児童生徒の立場に立って考える｣という視点で支援を進め

ていくことが大切です。保護者と話し合い、情報を共有する中で、互いに｢困っ

ている児童生徒が困らずに学習や生活ができるようにするため、どんな支援が

必要か（できるか）｣について考えていくようにします。  
ウ 「個別の教育支援計画」の作成 

（ア） 担任、特別支援教育コーディネーターによる検討 

担任は、まず児童生徒の実態、教育的ニーズを把握します。また保護者の意

向にも配慮しつつ、生育歴や医療機関への受診歴等、さらに、対象の児童生徒

にかかわる諸機関などの基礎となる情報収集を行います。そして、保護者の参

画を得て「個別の教育支援計画」の原案を作成します。特別支援教育コーディ

ネーターは、必要に応じて担任への作成の助言を行います。  
（イ） 校内委員会での検討 

  校内委員会は、担任が作成した｢個別の教育支援計画｣の原案を検討し、学校

全体で組織的な指導及び支援が行われるようにする機能を持っています。関

係者の共通理解を図りながら、「個別の教育支援計画」の検討を行い、この時

点での計画を仕上げます。  
（ウ） 関係機関との連携 

  担任はもちろん、学校だけでは対応が難しいケースもありますので、必要に

応じて、地域のセンター的機能を果たす特別支援学校をはじめ、関係機関と連

携を図ることが重要です。その際、特に大切なことは、普段から校内委員会等

で、主体的に支援の検討を行っていることです。児童生徒等のニーズを十分把

握し、学校で可能な限りの支援を試み、更に残った課題に対し関係機関に助言

を求め、校内での支援に生かしていきます。また、その結果を必ず助言を受け

た関係機関に伝え、必要に応じて再び助言を求めるなどして、連携を積み重ね

ていきます。そうすることで、校内での支援体制の充実が図られ、同じような

ケースの場合、校内での対応が可 

能になっていきます。なお、連 

携を実際に進める際には、地域 

にどのような関係機関があり、 

どのような連携が可能なのか、 

事前に情報を整理しておくこと 

も、役立ちます。 

  

 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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     「学校総体，保護者との連携を大切にした取組」 
みんなで実態把握 → みんなで計画作成 → みんなで支援 

 
 １ 実態把握 

   担任だけでなく、理科専科、音楽専科、算数少人数担当、国語ＴＴ担当、通級指導

教室担当、養護教諭、学習指導補助教員など、全職員でかかわりのある児童の学習や

学校生活での困りを客観的・多面的に把握しています。 

（※「実態把握チェック表」をⅣ「巻末資料」に掲載） 

２ 個別の教育支援計画・個別の指導計画作成 

   個別の教育支援計画は、担任が中心となり保護者と連携して作成しています。義務

教育の出口を意識した支援を積み重ね、中学校へ引き継ぐことができるように、本校

の教育支援計画には「将来」の欄があります。この欄には本人や保護者の考え（特別

支援学級へ学級編制替えの可能性があることや特別支援学校進学の選択肢も考えてい

ることなど）を記入しています。 

   個別の指導計画は、困りに応じて支援者それぞれの立場で行う手立てを担任、理科

専科、音楽専科、算数少人数担当、国語ＴＴ担当、通級指導教室担当、学習指導補助

教員がそれぞれに書いて提出し、それをコーディネートチームが１枚にまとめて完成

させます。（コーディネートチーム：通常の学級担任、特別支援学級担任、通級指導教

室担当、養護教諭、算数少人数の計５人で構成） 

（※同校の「個別の教育支援計画、個別の指導計画」をⅣ「巻末資料」に掲載） 

３ みんなで支援（共通理解・共通実践と個に応じた支援） 

   全ての児童が参加できる分かりやすい授業を行うための共通実践としては、本校の

校内研修とも関連させ、ユニバーサルデザインの視点に基づいた授業の構成、めあて

とまとめを赤囲みにする板書とノート指導、「声のものさし」を用いた発表時の声の大

きさの指導などを行っています。 
   全職員の共通理解の場としては、毎月の職員会議の最後に「コーディネートチーム

コーナー」を設定し、発達障がいの困りや手立て、教育環境等についてミニ講話を行

っています。 
個に応じた支援を充実させるための方法としては、具体的な支援方法を困りの項目

別にまとめた「手立てファイル」を各学年部に１冊ずつ作成して職員室の棚に置き、

いつでも誰でも手にとって見ることができるようにしています。そして、個別の指導

計画に書いている手立てに効果が感じられない時は、担任とコーディネートチームで

この「手立てファイル」を見ながら話し合い、他の支援を行うようにしています。 
実態把握チェック表と個別の教育支援計画・個別の指導計画を日々の支援に生かす

ため、次のように活用しています。 
○実態把握チェック表は、一覧表にして各学級ごと１枚にまとめる。 
○個別の教育支援計画と個別の指導計画は、児童にかかわりのある職員分作成し、

個人情報に配慮しながら担任だけでなく、他の職員も日々活用できるようにして

いる。 
           （文責：天草市立本渡南小学校 赤城 理恵 ） 

 

支援の宝箱⑦ 
個 別 の 教 育 支 援 計
画・個別の指導計画作
成における工夫 
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何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ
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このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
（３）「個別の教育支援計画」の記載内容と留意事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１ 本人のプロフィール 

○子どもの状況  生活面、学習面の項目に中から、該当する項目にチェックし

ます。項目にない内容については、その他にチェックし、状況を記述します。 

○本人・保護者の願い 対象児童生徒や保護者の思いを記入します。 

○検査の記録等 対象児童生徒の支援に関わる検査、診断名等を記入します。 

２ 考えられる合理的配慮 様式に示された６つの観点の中で、共通理解が図られ

た、現在優先して必要とされている「合理的配慮」の内容について記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ プラン 

○卒業後の進路希望 対象児童生徒、保護者の将来に向けた思いをまとめます。 

○支援目標 支援内容のより所になるもので、２～３年間を見通してできるだけ具

体的な目標を設定します。 

○具体的な支援 どの場面で、いつ、だれが（支援者・関係機関等）、どんな支援

（支援内容）を行い、どんな変容や効果等（結果）が見られたかをまとめます。 

○連携機関 対象児童生徒がかかわっている医療、福祉、労働機関名、連絡先、そ

こでの支援内容や専門家の所見等をまとめます。 

○評価 １年間の支援内容、結果を総合的に評価し、その成果と課題をまとめ、必

要に応じて計画を修正します。そのためにも、抽象的な表記ではなく、支援者か

らの具体的な情報等を参考にまとめていきます。評価は、小学校では２年間、中

学校・高等学校では３年間、加筆していきます。 

＊保護者の同意 「個別の教育支援計画」は、保護者等との共通理解を得ながら

作成される個人情報なので、就学や進学先に同計画を引き継ぐ場合には、保護者

の承諾を得る必要があります。 

 

 

【記載項目例】  

≪学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮≫  

・見通しを持つための予定の提示  ・スモールステップでの取組  

・集中力が持続できるようにするための配慮・自己肯定感を高める具体的な配慮  

≪学習内容の変更・調整≫  

・家庭学習の調整  ・別課題の提供（障がいの状況に応じた拡大プリント等の提供） 

≪情報・コミュニケーション及び教材の配慮≫  

・電子機器端末の活用 ・声かけの工夫 ・板書の工夫  

≪学習の機会や体験の確保≫  

・視覚支援の活用 ・個別指導、小集団指導の実施  

≪心理面・健康面の配慮≫  

・ヘルプカードの活用 ・落ち着くことができる部屋の提供  

・日常生活に関する配慮（服薬等）                 等  

《その他》その他の合理的配慮（支援体制、施設・設備）がある場合に記入します。  
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個別の教育支援計画        記入年月日 平成○○年○月○○日 

１ 本人のプロフィール 

ふりがな 

氏名 

くまもと たろう 

熊本 太郎 
性別 男 生年月日 平成○○年○○月○○日 

学校等 

担任 

 肥後市立肥後小学校 

 年担任（通常・特学・通級）  年担任（通常・特学・通級） ３年担任（通常・特学・通級） 

  熊田 花子 

４年担任（通常・特学・通級）  年担任（通常・特学・通級）  年担任（通常・特学・通級） 

 阿蘇 太郎・有明 葉子   

 

《好きなこと・得意なこと》・ウルトラマンなどのヒーローが好き。自転車で出かけることを好む。 

《生活面》 

✔不注意  ✔人への関わり、社会的関係 

□多動性  □言葉の発達 

□衝動性  ✔こだわり  □基本的生活習慣 

《学習面》 

◆国語         ◆算数・数学 

 □聞く  □読む    ✔計算する 

 □話す  ✔書く    □推論する 

《本人・保護者の願い》 

社会性を身に付け、落ち着いて学校生活を送ってほしい 

✔その他（上記のどの内容にも属さない内容については、ここに記述する） 

・配布物や提出物の管理ができにくい。 

 検査名等 実施年月日 検査の結果、診断等 

WISC－Ⅲ H○､○､○ 言語性 IQ：**、動作性 IQ：**、全 IQ：**（小３時） 

２ 考えられる合理的配慮 〔◎…十分達成、○…おおむね達成、△…もう少し〕 

観 点 合理的配慮 評価（◎・○・△） 

学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮   

学習内容の変更・調整 漢字の学習については、学び方や学習シートを工夫する。 漢字学習の苦手意識が和らいだ。３年新出漢字の９割を習得。（○） 

情報・コミュニケーション及び教材の配慮 コミュニケーションに係る自立活動を実施する。（通級） 日常生活で使う場面を想定して考え、活用することができた。（○） 

学習機会や体験の確保 放課後等に学び直しの時間を確保する。 時間の確保が難しく、十分には対応できていない。（△） 

心理面・健康面の配慮   

その他（支援体制や設備面等）   

３ プラン 

卒業後の

進路希望 

本人 勉強を頑張って肥後高校に行きたい。 

保護者 自立できることが一番の目標。文字を書くことが少ない仕事につければいい。 

支援目標 
・学習への苦手意識から学習不振等の二次的な問題へ移行しないよう、自分に合う学び方を身につけることができる。 

・学校及び地域の人との関わりで困ったときには、相手やまわりの人に支援を求めることができる。 

 

場面 いつ 支援者・関係機関等 支援内容 結果（評価） 

家庭生活  父、母、祖母 宿題の量や内容について学校と連携を図る。  

余暇・地域生活     

学校生活  担任 通級担当と連携を図り、集団の中での個への配慮について検討する。  

医療・保健     

福祉・労働     

 

連携機関名 連絡先 支援内容や所見 

○○クリニック TEL ***-**** H○年から通院。小３時、ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群の診断を受

ける。３ヶ月に１回受診。 

 

・２月に１回ケース会議を開くことで、学校や家庭での本人の状況を確認しながら合理的配慮の検討・評価を行うことができた。 

・学習指導の方法を工夫することで、漢字への苦手意識が和らいできた。 

上記の情報を支援関係者に引き継ぐことに同意いたします。 

平成○○年○○月○○日  保護者氏名 熊本 一郎 印   

（新様式 記入例） 
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１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 

-1  
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を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 

-1  
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
３ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の評価及び活用 

（１）評価 

支援の実施状況については、保護者、学校、関係機関が情報を交換し合い、支

援が適切に行われているか、効果的であったかをお互いに評価します。学校内で

は校内委員会において検討を行い、毎年、各場面での支援内容が適切だったかを

評価し、個別の教育支援計画に修正や追記を行います。この評価を踏まえて「個

別の指導計画」も見直し・改善をします。 

このように「個別の教育支援計画」の作成、実施、評価、改善を行い、適切な

支援を継続して実施します。 

校内委員会などでは、特別支援コーディネーターが１年間の反省などを行う時

期に、評価を検討する時間を設定します。校内委員会では、例えば支援者からの

評価をあらかじめ依頼するなどして、短時間で評価できるようにします。継続し

て取り組むことができるよう工夫することが、担任一人に指導を任せるのではな

く、学校総体として支援に当たる体制をつくることにもなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活用 

個別の教育支援計画には「支援内容の検討・共通理解」、「面談資料」、「引継ぎ

資料」の３つの場面での活用があります。 

場 面 活 用 例 

支援内容の検討・共通理解 
・支援の関係者が支援内容や方法の共通理解を図る。 

・専門家や巡回相談等の支援の依頼時の資料とする。 

面談資料 

・評価において保護者と話し合う際の資料とする。 

・本人や保護者の将来への願いやそれに向けた校内で

の指導支援のあり方を検討する資料とする。 

一貫した支援引継ぎ 

・進路先との連携（引継ぎ）資料とする。 

・大学入試センター試験の特別な配慮を求める基礎資

料とする。 

この他にも様々な活用方法が考えられます。個別の指導計画も実際の授業にお

ける取組に活かし、個別の教育支援計画同様に指導の記録及び評価から指導内容

の検討や共通理解を図るなど、できるところから活用を始めていきましょう。 

［図 13 ＰＤＣＡサイクル］ 

Ｃｈｅｃｋ 

（評価） 

Ｄｏ 

（実施） 

Ａｃｔｉｏｎ 

（改善・見直し） 

Ｐｌａｎ 

（計画） 
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４ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の引継ぎ 

（１）一貫した支援と支援内容の引継ぎの重要性 

 教育上特別な支援を必要とする児童生徒は、学びや生活上の困難さが一人一人

異なるために、支援の内容も異なります。また、特別な支援を必要とする児童生

徒は、就学や進学等に伴う環境の変化に自ら合わせることが容易ではありません。

そのため、環境への不適応を最小限に抑えるためにも、対

象児童生徒の学びやすく過ごしやすい学習環境について、

引き継ぐ必要があります。 
また、学校卒業後の地域社会に主体的に参加できるよう、

従前の支援内容を着実に引き継ぎ、一貫した教育支援を行

うことが強く求められます。 
 
（２）支援内容の引継ぎに当たっての留意点 

 ア 進級に伴う学年間の引継ぎ 

学校内での進級であっても、支援内容等について個別の教育支援計画等の

文書により確実に次年度に引き継ぐことが必要です。特に、担任が異動する

場合には、新年度の情報提供が困難になるため、特別支援教育コーディネー

ター等を通じて、口頭での引継ぎも併せてしっかり行う必要があります。 

年度末に異動が決まってから個別の教育支援計画等の引継ぎの準備をす

るのでは、異動事務におわれて未作成に終わることもあります。１年間の支

援の状況、成果、次年度への方向性について保護者

と確認をすることも必要なことから、２月末をめや

すに個別の教育支援計画などの評価等を済ませるこ

とが望ましいでしょう。 

《うまく引き継ぐためのワンポイント！》 
 １年間過ごした担任は、支援の必要な児童生徒にとっては一番の理解者

と言ってもよいでしょう。そこで、年度末には、次年度の担任が記載内容

を見て途切れることなく支援を行うことができるよう、次年度１学期分の

個別の指導計画を作成しておきましょう。 
 今年度の評価をもとに次年度の目標を保護者とともに話し合

い、具体的な目標、支援内容等を記入しておきます。そうする

ことで、仮に担任が替わっても、慌てることなく、指導計画に

沿って支援を実施することが可能です。その間に、実態把握等

を進め、必要に応じて新担任が加筆・修正を行います。 
 こうすることで、支援に空白が生じることがありません。 
 

 イ 就学・進学に伴う学校間の引継ぎ 

   冒頭にも述べたように、就学・進学の際には、教育上特別な支援が必要な

児童生徒の環境の変化に伴う混乱を最小限にするためにも、個別の教育支援

計画等による引継ぎが非常に重要です。 
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   図 14 の左は引継ぎがうまくいっていない場合のイメージ図です。進学し

ても個別の教育支援計画等の引継ぎが十分に行われない場合は、次の進学先

でゼロから情報収集や実態把握、関係機関との連携づくり等を進めなければ

ならず、計画の作成が遅れ、支援の開始時期が遅れることになります。また

は、本人の困りに気づかずに、学校側が支援の必要性を感じないこともあり

得るのです。その場合、本人の障がい等による学習上または生活上の困難に

十分な対応がされず、結果、十分な学びの保障がされないことになります。 

 
   そのため、図 14 の右のように、支援内容を進学先等に確実に引き継ぎ、

支援を積み重ねていくことで、一人一人のニーズに応じた一貫した支援の実

施が可能となります。 
 
（３）具体的な引継ぎの方法 

 ア 引継ぎを意識した個別の教育支援計画の作成をする 

   個別の教育支援計画等は、就学前から学校卒業後までを通じて一貫した教

育的支援を行うことを目的として作成されることを踏まえると、作成・活用

する段階で次の進学先に引き継ぐことを念頭に作成することが必要です。 

   そのためには、評価を行う際に、対象児童生徒の「できないこと、苦手な

こと」だけを記入するのではなく、「どうすればできるのか、できたのか」「得

意なこと（ストレングスポイント）は何か」を記入することが大切です。 
 

 イ 保護者の理解を得る 

   引き継がれない理由として、「保護者の了解が得られない」ということを聞

きます。確かに、進学する直前に「次の学校にこの資料を引き継いでいいで

すか。」と言われると、保護者が戸惑うことも分かります。 
   保護者と連携しながら個別の教育支援計画等を作成

し活用する段階で、児童生徒の成長を実感し、引き継

ぐことの有用性を理解していただくことが必要です。

面談等を通して、随時児童生徒の支援の評価や今後の

支援の方向について保護者とともに確認し合い、将来

［図 14 引継ぎがうまくいっていない場合（左）とうまくいっている場合（右）のイメージ図］ 
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の自立と社会参加に向けて、進学先にどのように伝えるか、時間をかけてし

っかりと話し合いましょう。 
 

 ウ 引継ぎの時期と方法 

   引継ぎの時期と方法については、地域や学校の実情によって異なりますが、

おおまかには次のようなことが考えられます。 
 （ア）入学前（本人・保護者と進学先担当者との面談） 

    まずは、就学・進学先の職員が、入学前の機関を訪問し、保育・授業参

観や意見交換等を通して、広く情報を収集するとよいでしょう。 
    その中で、個別の教育支援計画等の引継ぎや相談のあった児童生徒につ

いては、できるだけ保護者及び本人との面談を入学前（春休み中）にしま

す。進学にあたっての不安や今後の学校生活への願い等を確認し、安心し

て登校できるようにします。 
    必要に応じて、入学式会場や教室を見学させることも有効です。 

 

《「相談支援ファイル」って知っていますか？》 

 

 「相談支援ファイル」（以下、本ファイルという。）とは、早期から就労にいたるまで

の一貫した支援を目指して、一人一人の発達に関わる記録やこれまでの支援の様子等の

記録を綴じたファイルのことです。 

 本ファイルは、保護者や本人が中心となって記録・保管し、必要に応じて関係機関や

支援者等に情報提供を行い、支援者同士が支援を必要としている人の共通理解を図るよ

うにするものです。本ファイルを活用することで、これまでの支援の状況や成長の過程

が分かりやすく伝わります。そのため、新たな支援者が、個別の教育支援計画等の作成

に取りかかりやすくなります。 

 下の写真は、宇城市教育委員会が県のモデル地域となり平成 22年に策定した「よか

とこファイル」と平成 25年に県の福祉部局で策定された「サポートファイル」です。 

 本ファイルは、各市町村の福祉部局が中心となって運用

されている場合が多く、名称も市町村によって異なります。 

 各学校においては、本ファイルを保護者が持参された場

合には、発達に関わる記録や支援の様子等の記録を関係機関

と共有するなどして、適切に活用・連携を図ることが必要で

す。保護者や本人の思いに寄り添って、支援に当たりましょ

う。 

情報収集は、各就学・進学先の職員だけでなく、就学・進学させる側の職

員にとっても大変重要です。特に高等学校等は、オープンスクールや各種行

事等を活用して、本人、保護者、中学校職員が、進学先の学校の特徴や雰囲

気について知っておくことが大切です。進路のミスマッチを防ぐためにも、

しっかりと情報を集め話し合いましょう。そして、高等学校等にしっかりと

引き継ぐことを考えましょう。 

よかとこ 

ファイル→ 

←サポート

ファイル 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

県内のある高校では、入学後半年ほど経った頃に、新入生の出身中学校

の元担任に授業公開の案内を送付し、生徒の学びを見る機会を設けていま

す。授業後は、生徒が出身中学校の職員と面談を行い、その後、現担任と

中学校担任とが情報交換を行っています。 
生徒にとっては、自分のがんばりを見てもらう機会となったり悩みを抱

える生徒にとって励みとなったりしているそうです。 

 （イ）就学中（情報収集と交流） 

    進学先の学校職員は、進学後も定期的に児童生徒の状況について卒園・

卒業した学校等に情報を提供してください。オープンスクール（学校開放

週間）や文化祭、運動会等の行事の案内を卒業した学校等に送付し、児童

生徒の成長の姿を見てもらいましょう。 
    また、各地域には小中学校の特別支援教育コーディ

ネーターを中心とした「地区コーディネーター会議」

で情報交換や事例検討などが行われています。幼稚

園・保育所や高等学校の職員もこの会議に積極的に参

加し、コーディネーター同士が顔見知りになっておく

ことで、情報交換もしやすくなります。 
 
 （ウ）卒業時（個別の教育支援計画等による文書の引継ぎ） 

    卒業時の担任が在職しているうち（３月中）に、個別の教育支援計画等

をもとに、進学先の担当者と引継ぎを行います。文書と共に、口頭での補

足説明等も行い、進学先での生活に円滑に移行できるようにします。 
 

 （エ）進学後（就学・進学後の学校生活を参観・意見交換） 

    進学させた学校職員は、引き継いだ児童生徒が学校生活に適応している

か、引継ぎの方法・内容が適切であったかを確認するために、進学先の学

校を訪問し、授業参観や意見交換を通して、引継ぎの評価を行います。も

し、うまくいっていないときには、今後の引継ぎの在り方等について再検

討する機会としましょう。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
５ 個人情報の管理 

（１）個別の教育支援計画等の保管等について 

   個別の教育支援計画等や相談により作成されるシートやファイル等は、関

係機関や関係者がその情報を共有化し、適切な支援を行うものです。それら

の内容には児童生徒の個人情報が含まれることから、その作成の意義や活用

の目的について保護者に十分な説明を行い、理解を得ることが必要です。併

せて、保管の方法や期間、管理方法や取扱い方法を決めておくことも大切で

す。 
 保管方法 保管期間 

個別の教育支援計画

個別の指導計画 

○保護者の同意を得て、進学先

に原本を送付し、在籍校にはそ

の写しを保管する。 
○重要な個人情報として保管

する。 
○保護者の同意を得られなか

った場合は、原本を保護者に渡

す。この場合も、可能な限りそ

の写しを保管させてもらう。 

○３年間（進学先からの問い合

わせを考慮） 
○保管期間終了後は、適切に廃

棄処分する。 

 

 
（２）個人情報共有に当たって配慮すべき事項 

   個人情報を保有する機関や関係者においては、個人情報の漏洩・滅失、目

的以外の使用等がないよう、表６を参照し、適切な管理と取扱いに万全を期

すことが必要です。 
   関係機関等は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律、各自治

体における個人情報保護条例等の規定に基づき、適切な管理や取扱を行うこ

とが重要です。 
   なお、文書に記される個人情報だけでなく、関係者が知り得たすべての情

報についても、同様に考えます。 
【個人情報共有に当たって配慮すべき事項】 

○個人情報の取扱いは、保護者の承諾を必ず得る。 
○担当者を明確にし、責任持って管理する。 
○紙媒体だけでなく、電子媒体についてもルールを決め、情報が流出しない

ようにする。 
○校内委員会等、各会議において共有する情報の取扱い 
方法についても十分協議し、保護者への説明を行った 
うえで、了解を得て情報を共有する。 

○校内では情報の保管や取扱いについて共通理解を図る。 

 

［表５  個別の教育支援計画等の保管方法等について］ 

［表６  個人情報共有に当たって配慮すべき事項］ 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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○早めの実態把握 

  地区コーディネーター会議などで、保健師と情報交換をするなどして、支援が必要な就学前の

子どもの実態把握を早めに行います。特に、弱視や肢体不自由等の状況によっては、施設設備の

整備が必要な場合もあるため、早めに状況をつかんでおく必要があります。 

○全職員での幼稚園、保育園等訪問 

  全職員で分担して夏休みなどに訪問しておくことで、「みんなで子どもをみる」体制を構築で

きます。また、小学校と幼稚園・保育所等の職員同士の顔つなぎにもなり、その後の連携がやり

やすくなります。 

○個別の指導計画や個別の教育支援計画を基にした幼稚園・保育所等と小学校との支

援会議の実施 

  「こういうときには、こうするといい」というような具体的な支援方法を聞いたり、コーディ

ネーターだけでなく養護教諭や管理職の先生も交えて、複数で話を聞くようにします。聞き取り

をしたことは、ファイリングするなどして、確実に次年度に引き継ぐようにします。 

○就学時健診や一日体験入学での取組 

  就学に向けて、子どもや保護者に安心してもらえるように、早めに日程を伝え丁寧に取り組ん

でいきます。小学校側も新２年生や新６年生を中心に名札や簡単なスケジュールなどをつくり、

一緒に遊ぶ場をつくって迎える工夫をしています。 

○入学前の幼稚園・保育所等との打合せ 

  ３月には、幼稚園・保育所等としっかり打合せを行います。支援が必要な子どもには、入学式

のスケジュールを事前に知らせたり、場合によっては、体育館で場所や式の流れの確認やリハー

サルをしたりすると、子どもも安心して入学式を迎えられます。 

○入学後の幼稚園・保育所等による授業参観と支援会議        

  入学後、子どもたちの様子を実際に幼稚園・保育所等の先生に見ていただき、支援状況につい

てアドバイスをもらったり情報交換をしたりします。 

 

 
「就学期の連携は」よりよい学校生活の第一歩！」 

  特別な支援が必要な子どもやその保護者にとって、幼稚園・保育所から小学校等への就学

時期の不安は大きいものがあります。慣れ親しんだ幼稚園・保育所等や先生から離れ、生活

リズムや学習内容も大きく変わるのが小学１年生です。小学校生活をうまくスタートさせる

ことができれば、その後の学校生活にも自信と意欲がもてます。よりよい就学期の連携によ

って、このギャップをいかにして埋めるかは重要な鍵になってきます。 

  ここでは、幼・保等、小連携の具体例をいくつか紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入学後に、具体的な支援方法についての疑問が出てくることも 

多いので、幼稚園・保育所等と必要に応じて「いつでも聞ける」 

「いつでも話せる」ような関係をつくっておくことが大事です。 

地区コーディネーター会議などをうまく利用して幼稚園・保育所 

 等と継続的に話していけるといいですね。 

              （文責：山都町立蘇陽小学校 安竹 恭子） 

支援の宝箱⑧ 
引継ぎ（幼保から小学校へ） 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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         「顔の見える小中連携」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本校では、保育所・幼稚園・小学校・中学校・高等学校の連携を図ることを目的とした

地区コーディネーター会議（中学校区ごとのコーディネーター会議）を学期に１回程度行

っています。特別な教育的支援を必要とする子どもたちについての情報交換や支援に関す

る研修が主な内容です。

そして、中学校への進学を控えた小学６年生に対しては、小中学校で一貫した支援を行

うために、各中学校区で以下のような取組を行っています。 

 

 

 

 

 

また、次年度の５月には、小学校教職員（６年時の担任等）が中学校を訪れ、中学１年

生の授業を参観した後、生徒（卒業生）から近況報告を聞いたり中学校教職員と情報交換

したりする会を開いています。

こうして、小中学校の担任・コーディネーター・養護教諭等の関係者が集まって情報交

換する機会を重ねることで、担当者同士の顔が見える連携を継続していくことを目指して

います。

例えば、中学入学後の環境の変化にうまく適応できない生徒がいた場合、小中学校の教

職員が迅速に連絡を取り、情報交換や個別支援についての話し合いを行うためにも、日常

からの連携を築いておくことが大切であると考えます。

【実際の動き】

 学期に１回 

中学校区コー

ディネーター

会議 

 ２月 
（２・３時間目） 

中学校からの 

学校訪問 

 ２月 
（午後半日） 

中学校体験入学 

 

 ３月 
 

小中連絡会 

 
 

 次年度５月 
（午後半日） 

小学校からの 

中学校訪問 
 

（文責：山鹿市立城北小学校 迎田 千恵子） 
 
 
 

 

○中学校教職員の小学校訪問（２月実施）

・６年生の授業参観、中学校職員の講話（中学進学の心構え等）

・児童に関する情報の聞き取り

○中学校体験入学（２月実施）

・６年児童と保護者、６年担任による中学校授業参観

・入学に関する説明会、生徒会役員による学校紹介

・６年担任と中学校教職員による情報交換

○小中連絡会（学年末休業中実施）

・６年担任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭等による、「個別の教育支援

計画」等必要な資料の引継ぎ

・児童の支援に関する情報交換 

 

支援の宝箱⑨ 
引継ぎ（小学校から中学校へ） 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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             「『申し送りシート』の活用」 

  高等学校へ進学する生徒の場合、一部の高等学校では情報の引継ぎに訪問されて聞き

取りを行われるところもありますが、個別の教育支援計画が引き継がれない場合がまだ

多いようです。 
  子ども達が安心して高等学校へ進学できるためには、理解や支援が必要な生徒に関し

ては「申し送りシート」等の名称で個別の教育支援計画を整理し転記したものを、要録

等の書類に添えて提出する方法も考えられます。（高等学校によっては個別の教育支援計

画の提出を求められるところもあります。） 
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支援の宝箱⑨ 
引継ぎ（中学校から高校へ） 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくりとは、特別な教育的支援が
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の取り組み方の具体例を示しながらユニバーサルデザインの視点に基づいた授

業づくりについて説明します。  
なお、本章ではユニバーサルデザインのことをＵＤとして表記します。  

先生の思い  

子どもの思い  

ＵＤの視点に基づいた授業とは、特別な  
教育的支援が必要な児童生徒だけではなく  
すべての児童生徒にとって分かりやすい授  
業を行うということです。  
診断名の有無にかかわらず、特別な教育  

的支援が必要な児童生徒は、小中学校で、

６．５％在籍しているといわれています。  
（２０１２年文部科学省の調査）  
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への配慮や支援を行うことは、他の児童生  
徒にとっても分かりやすい授業になります。  
このことが児童生徒の基礎・基本の習得と  
確かな学力の定着へとつながります。また、  
インクルーシブ教育システム構築（障がい  
のある人もない人も共に学ぶことのできる  
教育環境づくり）にもつながる大切なこと  
なのです。  

ユニバーサルデザイン（Ｕ

Ｄ）とは、障がいの有無にか

かわらずすべての人にとっ

て使いやすいように最初か

らデザインされた物や道具、

建造物のことです。特別支援

教育の推進により学校教育

にもＵＤの考えを取り入れ

た授業づくりが全国で進め

られています。  

分かりやすい授業になる

ように努力しているのに  

いつも騒がしくて静か

にしてほしいけど・・  

指示に従って落ち着いて

行動してほしいなあ・・  

今、何をやっている

のか分かりにくい

 

先生によってやり方

が違う・・  

分かろうと思ってがん

ばっているんだけど・・ 

お互いの思いに違いが  

       生じていませんか？  
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２  ＵＤの視点に基づいた授業に取り組むにあたって  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＤの視点に基づいた授業に取り組むには、授業に至るまでの基盤

を整えることが大切です。その流れをアセスメントから授業づくりま

で４段階に整理してみました。流れを理解した上で一つ一つの項目を

見ていきましょう。  

ＵＤの視点に立った学級づくりの

ポイントや環境面の整え方を考えて

いきましょう。  

目 標 

確かな学力の定着 

インクルーシブ教育

システム構築  

学校全体で取り組んでいる例よりも担任個人

で取り組んでいる例が多いのではないでしょう

か。個人のよい取組は、ぜひ学校全体に広げて

いきましょう。ＵＤの視点に基づいた授業に取

り組めば、担任の先生や学級、学年が変わって

も児童生徒が戸惑わないでよいはずです。校内

研修等で考えていくことが必要です。  

分かりやすい 

授  業 

１アセスメント
 

２
 
学校全体

 

３
 
学級づくり

 

４
 
授業づくり

 

 

Ｕ

Ｄ

の

視

点

に

基

づ

い

た

授

業

づ

く

り

ま

で

の

４

段

階  

特別支援教育の視点によるアセスメント

とは、児童生徒の学習上、行動上の特性と  

その背景を理解し、それに対する支援を行  

い、評価まで行うことです。  

特別な教育的支援を必要とする児

童生徒の特性から授業づくりの具体

的対応例を考えていきましょう。  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
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子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
３  アセスメント（実態把握から評価まで）  

（１）アセスメントの考え方  

ＵＤの視点に基づいた授業づくりをするために児童生徒の実態把握と

それに基づく取組や評価を行うことが必要です。また、学級の雰囲気や

学級経営の状態、教師の言動についても実態把握をすることが大切です。

このように、児童生徒ばかりでなく、学級や教師も含めた三者のアセス

メントを行い、必要な取組を考えていきましょう。そして指導の結果を

適宜評価しながら取組の妥当性を検証するようにしましょう。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ⅳ巻末資料  チェックリスト参照  

 

 

 

 

 

参考資料  国立特別支援教育総合研究所  特教研Ｃ－８３  重点推進研究  
「小・中学校等における発達障害のある子どもへの教科教育等の支援に関する研究」

http : / /www.nise .go . jp/ cms/resources/content/403/c -83 .pdf  

①児童生徒がつまずきやすい箇所や困っていることなどを

チェックシートなどで客観的に把握しましょう。特に気に

なる行動の場合は、行動が起こるタイミングや回数、行動

の前後の状況を把握しましょう。

②いつどんな状況（どのような取組があれば）なら問題が起

きないのか、何ができているのか、どのように援助すれば

つまずかないのか、集中できる時間はどれぐらいかなど児

童生徒がうまく活動できている状況を把握しましょう。

③標準化された知能発達検査などを利用してみましょう。

※②のように肯定的な視点でアセスメントを行うことは、

効果的な取組に結び付きやすく指導の手掛かりになりや

すいです  

学級全体の学習面や行動面、

雰囲気などをチェックシート

などで客観的にチェックして

みましょう。担任以外の第三者

の評価も大いに役立ちます。結

果から読み取れる傾向や日頃

の行動観察等から学級の課題

と長所をまとめてみましょう。

課題に関する取組だけでなく

長所を伸ばす考え方が大切で

す。  

  チェックシートなどを活用し

自己評価を行う方法、研究授業

でのアドバイス、児童生徒から

のアンケートなどが考えられ

ます。課題が明らかになったら

『言語指示を少なくする』など

具体的目標とそれに対する対

策に取り組みましょう。一度に

たくさんのことに取り組むよ

り目標を絞り、一つ一つ丁寧に

やってみましょう。  

児童生徒  

学  級  教  師  
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なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
４  学校全体でのＵＤの視点に基づいた授業づくりを目指す  

（１）学校全体で行うことの大切さ  

ＵＤの視点に基づいた授業づくりは、各学級でそれぞれに行うよりも

学校全体で取り組む方が効果的です。なぜならば、教室の環境面や授業

の基本的ルールなどは、学校で統一することで学年や学級が変わっても

児童生徒の戸惑いが少なくなり、安心して学校生活を送ることができる

からです。  
（２）校内研修の進め方について  

 ＵＤの視点に基づいた授業づくりの具体例を見ていくとすべて新しい

ものばかりではありません。以前から取り組んできた取組もたくさんあ

ります。そこで、新しい取組を始める前にこれまで取り組んできた学校

や各先生方の「分かりやすい授業」のための取組を出し合ってみましょ

う。現在の取組を職員で意識化、共有化を図り、不足している点を補う

形で進めてはいかがでしょうか。  
次に、校内研修の進め方の一例を紹介します。ＵＤの視点に基づいた

授業づくりの必要性を職員全員で認識し、取組のアイデアを出し合い、

「はじめの一歩」を踏み出してみましょう。各学校独自のＵＤの視点に

基づいた授業づくりを進め、児童生徒の「確かな学力」の育成と「イン

クルーシブ教育システム構築」を目指しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修などでＵＤの視点に基
づいた授業づくりの研修を実施
し、学校全体で取り組む必要性を
共有し、みんなで取り組もうとい
う意識を高めましょう。  

各教師の取組を出し合いまし
ょう。すぐにできる取組、効果が
高い取組に整理してみましょう。
それをみんなができる取組とし
て修正を行い、具体化を図りまし
ょう  
達成目標と具体的な行動計画を

立てましょう。具体的に取り組む際
は、月毎、学期毎にチェックシート
などを活用し、客観的な評価に努め
ましょう。授業研究会の協議の柱に
ＵＤの視点も入れて検証してみま
しょう。  

出し合った取組に重要度と
時間の量で優先順位を付けて
「はじめの一歩」をふみだしま
しょう。  
Ⅰ→Ⅱ→Ⅲ→Ⅳの順に  

考えてみましょう。  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
５  安心して過ごせる学級の重要性  

（１）安心して過ごせる学級集団へ  

 児童生徒が安心して学べる環境の要素として特に重要なものが学級づ

くりです。児童生徒の望む学級とは「自分の存在を認めてもらえる」「困

っている時に手伝ってもらえる」そんな学級を、特別な教育的支援が必

要な児童生徒はもちろんのこと、その他の児童生徒も望んでいます。つ

まり、支持的風土のある学級が、児童生徒の望む安心して学べる学級集

団だといえます。  
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学級のルールについて  

特別な教育的支援が必要な児童生徒の中には、ルールの意味がよく理

解できなかったり、夢中になって忘れてしまったりする場合があります。

そこで、ルールに関して次の２つのこと大切にしてみましょう。１つ目

は、教室内の暗黙のルールをなくし、手順を明確化したり視覚的に表示

したりすること、２つ目はルールを守れている時にほめることです。ル

ールは守れていない人を注意するためのものではなく、守ることにより

みんなが快適に生活できるようにするためのものだという認識を育てま

しょう。  
 

◆【ルールづくり】  
□給食や掃除の決まり、学校生活や授業において守るべきルール等を  
明確に示している。  

□整理整頓の仕方を決めて指導している。  
◆【肯定的な人間関係づくり】  
□一人一人が活躍したり、認められたりする場をつくっている。  
□一人一人の個性や違いを認め合える雰囲気や、分からないことや間違いを否

定的に見ない雰囲気をつくっている。  
□自分自身で、特別な教育的支援の支援を必要とする子どもに対するかかわり

方のモデルを示している。  
◆【意欲や成長を促す言葉かけ】  
□長所やできているところを認め、ほめ、励ます言葉かけをしている。  
□望ましい行動を児童生徒自身に意識付けられるような言葉かけをしている。 

出典：熊本県立教育センター「学びのＵＤ化」リーフレット取組の視点より  
 
 
 

相互理解  
一人一人に得意・

不得意があることや

困った時には助けを

求めていいのだとい

うことを年度当初か

ら丁寧に指導しまし

ょう。  

教師がモデルに  
特別な教育的支援が必要

な児童生徒に対する望まし

いかかわり方を教師が示し

ましょう。教師から叱責を  
受ける児童生徒は周りから

も注意を受けやすくなりま

す。  

できている  
ところをほめる  

一人一人が認められ、  
ほめられる場面をつくり  
ましょう。当たり前と思  
わず、できているところ  
をしっかりほめ、認める  
ことで児童生徒は伸びま  
す。  

支持的風土のある学級づくりの３つのポイント  

 

ＵＤの視点で学級経営を  
チェックしてみましょう  

 
 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
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（３）授業に集中できる教室環境を整える  

 児童生徒が授業に集中できる学級の教室環境は、授業を支える基盤に

なります。特別な教育的支援を必要とする児童生徒の中には、片付けや

持ち物の管理が苦手であったり、授業中に音や動き、掲示物などに注意

が向いてしまったりする場合があります。  
 
 

 

 

 

 

（４）実践例～小学校１年生の取組～  
①  学習の足跡をふり返ることのできる壁面掲示  

 

 

 

 

 

 

②安心できる学級へ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「休み時間」の過ごし方の支援  

◇みんなで遊ぶ日を決める。  

・週に１回、月に数回、昼休みの時間に学級

全員で参加できる遊びを計画する。  

◇休み時間のルールを決める。  

・仲よく安心して遊べるように、予想される

トラブルを想定し、ルールをみんなで決め

る。肯定的な文言や表現で示す。  

◇自己選択できるようにする。  

・休み時間に何をしていいかわからない児童

には、活動が書かれたカードを用意してお

く。配慮すべき点として対象児の好む遊び

や一人遊びも大切にする。  

ルールの明確化  

場面ごとに望ましい行動や方法を文字

や絵、写真で視覚的に提示しましょう。  

係活動などでは手順書なども有効です。  

ルールを守れなかった時は、叱責よりも  

原因を考えさせ、失敗をできるだけ繰り  

返さないために対処法を考えさせること

が大切です。  

学級のルールの考え方  

ルールの設定について  

規範意識は、ルールを守ってほめ  

られることで、育っていきます。そ  

のためには、学級全員が守れるよう  

なルールの内容や数を設定してはど  

うでしょうか。ほめ方も言葉だけで  

なくシールなど視覚的なものを使う  

ことも有効です。  

整理整頓  

物の管理が上手くできないと学

習に支障が出るばかりか忘れ物な

ど叱責を受ける機会が増えます。  

手順や片付け方を視覚的に示しま

しょう。  

掲示物の精選  

黒板の周辺の掲示物は、授業への集中

力をそぐ場合がありますので、必要なも

ののみに精選する必要があります。他の

壁面については、学習に必要かどうか検

討しながら効果的に利用しましょう。  

「おたすけコーナー」の設置  

忘れ物をした児童が必要な物を借りる

ことができるように教室後方に設置する。 

 

学習した漢字を振り返ることのできる漢字カードの掲

示や、説明文の学習での学習パターンの振り返りができる

壁面掲示を行う。ただ、集中力の妨げとならないよう、教

室の両サイドに限定し、前面には必要最小限の掲示に留め

るようにする。  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
６  ＵＤの視点に基づいた授業づくり  

（１）児童生徒の特性に応じた学習上の支援のポイント  

特別な教育的支援を必要とする児童生徒は、認知面の弱さや成功体

験の少なさから学習意欲が低下している場合があります。ＵＤ化の授

業づくりに取り組むことで特別な教育的支援が必要な児童生徒の学習

意欲の向上が期待できます。特別な教育的支援が必要な児童生徒にと

って分かりやすい授業は、他の児童生徒にとっても分かりやすく学び

やすい授業になります。下の表は、特性に応じた学級全体で取り組め

る対応の一例です。  

特  
性  特性の具体的状況  学級全体での対応例  

聞  
  
く  

聞き間違いが多かった

り、指示の理解が難しか

ったりする。  

・指示や聞いたことを復唱してみる。  
・分からなかった時のルールを決める。  
・指示を短く、大切なことは文字や絵で示す。  
・話を聞くときと書くときをわける。  
・座席の工夫  

話  
 
す  

適切な速さで話すのが

難しかったり、内容を分

かりやすく話したりする

のが難しい。  

・話の途中で適切な言葉を補う。  
・５ＷＩＨカード等の手掛かりを用意する。  
・少人数の安心して話せる場を用意する。  
・うまく話せないときに「お助けサイン」など

の学級のルールを決めておく。  

読  
 
む  

音読が難しかったり、

読み間違えが多かったり

する。文章の要点を読み

取ることが難しい。  

・読む時間を確保する。せかさずさりげないフ  
ォローを入れていく。  

・短い文書をたくさん読むようにする。  
・読みを補助する教材・教具や物差しなどの使

い方を全体に示しておく。  

書  
 
く  

読みにくい字で書いた

り、書き間違えが多かっ

たりする。決まったパタ

ー ン の 文 章 し か 書 け な

い。  

・文字を書くときに言葉にして書くようにする。 
・話を聞くとき、書くときの活動を分ける。  
・書く時間を確保する。  
・書く量の調整を図る。板書の必要な箇所の囲  
みなどを工夫する。  

・ノートの使い方を指導する。  

計
算  
・
推  
論  

計算が苦手で学年相応

の文章題を解いたり、図

形を書いたりするのが難

しい。先を見通して取り

組むことが難しい。  

・問題を聞いたり読んだりする時間と計算した

り考えたりする時間を分ける。  
・視覚的な手掛かりや具体物を使用する。  
・活動の手順を細かく分け明確化する。  
・考え方や立式の仕方が分かるワークシートや

習熟度別のワークシートを準備する。  

不
注
意  

学習で不注意な間違い

が多い。集中力が乏しく

最後までやり遂げること

が難しい。物事を順序立

てて行うのが難しい。  

・授業を短い時間ごとに分けて構成する。   
・導入で注意を引くような提示やゲームなどを

する。  
・忘れ物に配慮しておく。  
・机間巡視で必要なアドバイスをする。  
・学習の流れを提示し、今どこを学習している

か確認できるようにする。  

多
動  
性  

離席が多く、そわそわ

している。順番を待つこ

とが難しい。他の子の邪
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１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 

（資料提供：宇土市立花園小学校  井上  万里教諭） 
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 「授業づくり、環境づくりのはじめのいっぽ」 
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「考えさせる」「話し合わせる」・・・。しかし、それを容易にできる子どもたちばかり

ではありません。その子ができるようにするために、「読みとることができるように～す

る」「考えることができるように～する」「話合いができるように～する」ことは他の子
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１ 交流及び共同学習の意義 

「交流及び共同学習」は、双方の子どもたちにとって、社会性や豊かな人間性

を育成する上で重要な役割を果たしており、障がいのある子どもの自立と社会参

加を促進するとともに、社会を構成する様々な人々と共に助け合い支え合って生

きていくことを学ぶ機会となります。小中学校等や特別支援学校の学習指導要領

においては、障がいのある子どもと障がいのない子どもが活動を共にする機会を

積極的に設けるよう示されています。 

「交流及び共同学習」には、相互のふれあいを通じて豊かな人間性を育むこと

を目的とする「交流」の側面と、教科等のねらいの達成を目的とする「共同学習」

の側面があります。これら両方の側面を一体ととらえ、推進していく必要があり

ます。 

 

２ 交流の種類 

（１）通常の学級と特別支援学級との交流及び共同学習 

（２）居住地校における交流及び共同学習 

（３）学校間における交流及び共同学習 

（４）地域の人々との交流及び共同学習 

 

３ 指導計画の作成 

 授業時間内に行われる交流及び共同学習については、その活動場所がどこであ

っても、在籍校の授業として位置付けられていることに十分留意し、教育課程上

の位置付け、指導の目標などを明確にし、適切な評価を行うことが必要です。ま

た、交流の形態や内容、回数、時間、場所、双方の役割分担、協力体制について

十分検討することが大切です。 

 

４ 交流及び共同学習の実施に当たって大切にしたいこと 

（１）関係者の共通理解 

 それぞれの学校（学級）が、交流及び共同学習の必要性や意義等を理解し合い、 
充実した交流や学習ができるよう、学校間の体制づくりを進めていくことが大切 
です。また、両者が話し合う機会を計画的に確保しましょう。活動を計画する際 
には、保護者も含めて、関係者がその必要性、意義等について十分に理解し合う 
ことが大切です。 
（２）障がいのある子どもの理解と配慮 

 障がいのある子どもとかかわる際には、障がいの特性等に応じたそれぞれ配慮
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我が国は、障がいの有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し合

える共生社会の実現を目指しています。そのためには、障がいのある人と障が

いのない人が互いに理解し合うことが不可欠であり、障がいのある子どもたち

と障がいのない子どもたち、あるいは、地域社会の人たちとが、ふれ合い、共

に活動する機会を設けることが大切です。 

  

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
が必要です。子どもたちに理解を促すことも大切ですが、教師がしっかりと理解

し、手本となるような関わり方をすることも大切です。 

※障がいに応じた配慮に関してはⅢ-1参照。 

 

５ 交流の実際 

（１）事前に行うこと 

 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
（２）実施の際に配慮すること 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
（３）事後に行うこと 

 
 
 
 
 
 
 
６ 評価の方法 

評価は、交流及び共同学習に位置付けている教科・領域等のねらいに照らし合

わせて行います。あらかじめ活動のねらいや評価項目、評価方法等について十分

に打合せを行い、互いに理解を深めておくことが大切です。また、活動を通して、

相互理解がどのように進んだかも併せて評価します。交流及び共同学習以外の場

面での姿をとらえることなども有効です。 
 

実施後は、活動について子どもたち自身がどう感じたか、今後どのような

活動をしていきたいかなどについて、双方の教職員が振り返るための話し合

いをもつことが大切です。また、子どもたちが感想や印象を作文に書いたり、

絵に描いたりする機会を設け、それらを交換するなどして、子どもたちの関

心を一層深めていくことも望まれます。 

○双方の教職員が十分に話し合うことが大切です。その際、活動の意義やね

らい、実際の活動内容や役割分担等について、共通理解を図っていきます。 
○保護者や本人に事前に説明し、計画について理解を求めます。 
○事前学習等で、子どもたちや地域の方々に、障がいについての正しい知識、

障がいのある子どもたちへの適切な支援や協力の仕方等についての理解

を促します。 
○障がいのある子どもたちに対しては、積極的な行動、支援や協力の求め方、

断り方、自分の気持ちの表現の仕方について指導し理解を図りましょう。 
 

教職員間や保護者等との連携・協力の下、次の点に配慮することが必要です。 
○子どもたちが自ら主体的に活動に取り組めるよう支援をする。 
○子どもたちの活動の状況を常に把握し、円滑に活動できるよう指導する。 
○子どもたちの健康面に留意し、活動が過重な負担にならないよう留意す

る。 
○交流及び共同学習の環境を整えて、事故の発生を防止する。 
○活動の流れに対し見通しが持てるようにする。 
○活動の様子を見ながら内容を調整していく。 
これらの配慮を基に実施した活動を通して、双方の子どもたちが交流して

良かったと思えることが大切です。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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「学校内交流を進めるには」 

各小中学校において、通常の学級と特別支援学級間の交流及び共同学習が積極的に進め

られています。インクルーシブ教育の視点からも「合理的配慮」を考えた内容の工夫が望

まれます。以下に共同学習における２年生「生活科」での取組み例を紹介します。 

「１年生に学校をしょうかいしよう」（２年生 生活科） 

 交流及び共同学習は教育課程に位置づけるとともに、双方の児童にとって学習の目標 

を明確にすることが大切です。 
２年生の知的障がい学級に在籍する児童（以下、本児と記す）は、友だちとの関わりを

とても好み、好奇心旺盛な児童です。集団での基本的行動様式を習得するために、日常生

活指導や生活単元学習、自立活動の内容とリンクさせて生活科は交流学級で受けることに

しました。 
１年生の時、生活科で２年生に学校案内をしてもらい、「２年生になったら自分も１年生

を連れて回りたい。」と感想を発表してくれました。そこで、２年生の生活科単元「１年生

に学校をしょうかいしよう」における交流及び共同学習の場面において、本児の良さを発

揮させるために以下の目標を立て特別支援学級においても関連した学習を行いました。 
○会話好きな面を生かして、平仮名５０音の読み書きの指導を国語の授業で行い、会話

だけでなく文字表記することの楽しさを味わわせる。 
○自立活動の時間で平仮名５０音の正しい発音の訓練と、人前での発表の仕方を練習す

る。その際、本児の意欲を高めるため、他の特別支援学級在籍児童に聞いてもらう。 
平仮名５０音の表記を覚えたことで、友だちに手紙を書いたり、好きな本を読んだりす

ることができるようになりました。また、自分の思いが的確に伝えられる喜びを体験し、

感情的になる場面も減ってきました。 
また、交流及び共同学習を行うに当たって、交流を行う通常の学級担任と次の確認を行

いました。 
○穏やかに接してくれる児童を同じグループに配置する。 
○案内する教室は本児がよく活用する教室にする。 
○「しょうかいカード」の見本を提示して、カードの書き方を 
視覚的にとらえられるようにする。 

○発表をする際、補助的な役割を担ってくれる児童をつける。 
以上のことは、特別支援学級の児童にとっての「合理的配慮」として大切なことです。

授業では、同じグループの児童とともに「しょうかいカード」を作り上げ、グループ練習

を楽しみました。また、交流学級の児童は本児が平仮名５０音を丁寧に書き、練習で堂々

と発表する姿を見て、本児と積極的にコミュニケーションをとる場面が増えてきました。 
１年生への学校案内では、「しょうかいカード」を指し示しながら特別支援学級の教室を

紹介することができました。１年生から感謝の言葉をもらい、満面の笑みを浮かべていま

した。それ以降、本児は、進んで行事の招待カードや日記を書いたりする姿が見られたり、

交流する通常の学級では朝の会や帰りの会の司会進行を担うなど、集団の中での活動に自

信をもって取り組めるようになりました。１年生が休み時間に特別支援学級を訪ねてくる

姿もみられ、特別支援学級の啓発にもつながりました。 
（文責：合志市立南ヶ丘小学校 菊池 悦郎） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 

支援の宝箱⑫ 
 交流及び共同学習 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 

-1  

　また、交流及び共同学習を行うに当たって、交流する通常の学級担任と次の確認を行い

ました。
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              「居住地校交流の実際」 

 １ 居住地校交流の手続き 

   特別支援学校では、居住する地域の友だちとの学び合いを目的に、希望に応じて居

住地校交流を実施しています。 
本校では、小・中学部の児童生徒が居住地校交流を行っています。基本的に保護者

の付き添いで居住地の小・中学校の授業に同行し、可能であれば本校職員も同行しま

す。交流までの手続きは次のとおりです。 
保護者へ居住地校交流の案内文と希望用紙の配布 
                 
希望のあった児童生徒の居住地校校長、市町村教育長あて依頼文送付 
           
 
特別支援学校より居住地校へ連絡後、保護者、担任が居住地校へあいさつ 
 
担任と居住地校担当が年間計画、内容、日時等について相談、決定 

 
     交流実施 

 
２ 居住地校交流の実際 

(1)顔合わせ 

   対象児、保護者、担任と交流校（居住地校）の担任と顔合わせを行い、自己紹介等

情報を交換します。（特に、対象児の障がいの特性や配慮点について、理解を深めます。） 
(2)担任間の打合せ 

   各校の教育計画に基づいて、交流日や具体的な活動内容を決めて、指導略案を作成

します。（電話で打合せを行ったり、ＦＡＸで資料のやりとりを行ったりします。）事

前の丁寧な打合せが、充実した交流につながります。 
(3)交流当日 

   保護者の付き添いで、交流校に集合します。多くの場合、自己紹介カードを持って

交流に臨んでいます。計画に従って、交流校の友達と一緒に活動を行います。 
 (4)事後に行うこと 

   交流時の写真を入れたメッセージカード（ありがとう、またねカード）を作成して、

交流校にお礼状を送ることで、交流校からも感想文が寄せられ、次の交流の期待につ

ながっています。保護者も家族全員で居住地校交流の意義をしっかりと受け止め、次

につなげることが大切です。 
  【評価について】 
   本校児童生徒は通常と異なる集団の中で、仲間とともに自分のできることをしっか

り発揮したり、相手のことを理解したりしています。また、新しい取組の中で新たな

経験を積み重ねていくことができます。居住地校交流を通して、本校児童生徒は、本

校の「育てたい力」としての人とのかかわり、集団参加、意思表現、集中力、自己選

択、振り返りなどの力が身についています。 
３ 交流内容について 

本校の居住地校交流の回数は児童生徒の実態等により、年間１回～３回程度です。

初回は学級活動等の時間に自己紹介やそれぞれの学校での学習の様子の発表、歌やダ

ンス、ゲーム、製作活動などお互いのことを理解し、一緒に楽しくできる活動を行っ

ています。回を重ねる毎に事前打ち合わせを密に行い、音楽や体育、図工など、様々

な授業に参加できるようにしています。 
（文責：熊本県立荒尾支援学校 吉村 友明 ） 

 支援の宝箱⑬ 
交流及び共同学習 

※依頼文発送前に事前に依頼先へ連絡をします。 

Ⅲ 特別な教育的支援を必要とする子ども達への支援充実のための６つのポイント 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 実態把握 

（１）気づきを支援へ 

子どもの持てる力を最大限に引き出すためには、どんな場面ならできるのか、

何があればうまくいくのか、つまずきに関係していることは何か、ということ

を一歩踏み込んで考えること、「アセスメント」が大切です。 
例えば、音読がたどたどしい子どものつまずきの要因としては、次のような

ことが考えられます。（いくつかの要因が重なっている場合もあります。） 
○視力や視野の影響により文字が読み取りにくい 
○視力に問題はないが、文字の形を正確に捉えることが難しい 
○周囲のことが気になり、文章に注意を向け続けることができない 
○記された文字や単語を音声で表すことが難しい 
○一度に多くのことを処理できない 

このように、子どものつまずきの要因は様々です。つまり、つまずきを抱え

ている子どもに対する配慮や支援は一人一人異なります。まずは、子どもの様

子を細やかに観察し、丁寧に関わっていくことで、子どもが何を求めているの

か気づくことができます。これが支援の第一歩です。 
 
（２）実態把握の方法 

子どもの実態を把握するためには、これまで子どもの成長に携わってきた

様々な立場の関係者から情報を集めます。 
○保護者 
○校内の教職員（特別支援教育コーディネーター、担任、教科担任、 
養護教諭、学習支援員、スクールカウンセラーなど） 

○利用している関係機関の担当者 
○専門家（医師、保健師、特別支援学校の教職員など） 

クラスにこんな子はいませんか？ 
○音読がたどたどしい 
○忘れ物が多い 
○指示しても動こうとしない 
○静かに授業を受けているのに学力がのびない 
こうした子どもたちの中には、自分なりに頑張っているのにうまくいかなく

て困っている子どもがいます。周りから理解されず悩んでいる子どももいます。 
しかし、ちょっとした配慮や適切な支援があれば、これまでどうしてもでき

なかったことができるようになるかもしれません。 
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平成１９年４月に学校教育法の一部改正が施行され、「特殊教育」は「特別支

援教育」へと転換しました。特別支援教育は、特別な教育的支援を必要とする子

どもが在籍するすべての学校において実施されることとなりました。このことに

伴い、本県では平成１９年８月に「特別支援教育推進ガイドブック」を策定し、

本県の特別支援教育における支援体制について示すとともに、その推進に取り組

んできました。 

 近年、障がいのある子どもや関係者を取り巻く状況は、共生社会の形成に向け

た大きな変化の中にあります。国においては、平成２３年８月に「障害者基本法」

が改正され、平成２５年６月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

が制定されました。本県においては、全国に先駆け、平成２４年４月に「障害の

ある人もない人も共に生きる熊本づくり条例」が施行され、すべての県民が互い

に支え合い、障がいの有無にかかわらず安心して暮らすことができる共生社会の

実現を目指しています。 
教育分野においては、平成２４年７月に文部科学省中央教育審議会初等中等教

育分科会から「共生社会に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別

支援教育の推進」が報告され、平成２５年９月に障がいのある子どもの就学先決

定の仕組みに関する学校教育法施行令の一部改正が行われました。 
これらの国内法の整備により、平成１８年に国連総会で採択されていた「障害

者の権利に関する条約」が平成２６年１月に批准されました。共生社会の形成に

向けて、現在同条約に基づくインクルーシブ教育システムの理念が重要であり、

その構築のため、特別支援教育の一層の推進が求められています。 
 インクルーシブ教育システムにおいては、可能な限り、障がいのある子どもが

障がいのない子どもとともに教育を受けられるよう配慮するとともに、一人一人

の教育的ニーズに応じて、生きる力を確実に身につけることが重要です。子ども

一人一人の教育的ニーズにしっかりと応えるため、県教育委員会では今回「特別

支援教育推進ガイドブック」を改訂し、新たに取りまとめました。 

 本冊子をすべての教職員が活用し、特別支援教育の一層の推進が図られるとと

もに、誰もが人権と個性を尊重し支え合う共生社会の形成につながることを期待

しています。 

 平成２７年３月 

                          熊本県教育委員会 
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